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第 1章発掘調査の楳要

l章発掘調査の

第 1節遺跡の概観

田久保下遺跡は、横手市街地の南西部に南北に広がる中山丘陵の中央部東端の小丘陵東斜面

にある。この斜面は昭和30年代中頃に果樹園(りんご国)造成のため削平・盛土されている。

北側の小丘陵東斜面には郷士館窯跡の窯体が規認で、き、東側には沖覆地(水田)が広がってし、

る。今回調査した「秋田ふるさと村J内の遺跡群中では、最も東側に{立置しており、西側には

ヶ y代 A~伝保守も視認できる。丘陵東斜面は果樹園を造成する際に地山まで部平しているが、

原地形で山地となってL されており、 I 

!警は搭土で厚さが15~25cm三第五層が炭化物j毘入黒褐色土層で淳さが20~25c盟、

となっているが斜面から平坦商に額斜が変換する区域や白地だっ

となっている区域が沢だったことから隣接地を削平し、削平し

たところには斜面からの排土を盛土したと言われ、地山上に厚さ12'"'-'54cmの盛土層が見られか

なり撹乱されていた。

2節調査の方法と経過

ふるさと村建設事業用地内には、建設工事用の杭が20mx 20mの方眼に打設されていたので、

調査はこの杭をそのまま大グリッドとして利用することとした。調査にあたって、この大グリ

ッドを 4mx4mの中グリッドに25分割し、発掘調査の基本単位としfこ。遺物の取り上げは、

このクリッドを基準に行うこととした。また、本遺跡、の調査区は丘陵斜面とそれに続く下位平

坦面からなるが、この平坦面は現在北側の農道となってし、る広域が沢、だったことから、

して埋め立て、郁子したところには斜面からの排土を盛土したためにできたものである。

このため、範囲確認調査の結果地山まで削平され、淳く盛土した[KJ或(調査対象区域から除外

したし040nf)の漬物は係集する

2日間]グリッ

でに遺物を収納した。 19日か

定し、掘り下げを開始した。 21日にSJ 301 

下の通りである。

と遺物収納区域あわせて2，440nfの草刈りを行った。 10日と11臼の

させた。 11日から遺物収納区域の掘り下げを進め、 21日ま

された区域に土層観察用ベルトを設

9月5日

Ltこところ、 ま

円

J
F
h
.
U
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V 田久保ド遺跡

で開墾時の盛土があり窯体上にもブノL ドーザの痕跡があった。窯体はかなり破壊されていると

予想された。 26nから17B. J7Cクリッドでプランr確認を開始し烹体・十J坑プラン各 l

出しず二O

10月 1日に SJ 301窯北側 つ し、 SJ 3 

されていたことがわかった。 10月2sに17C9・10グリヴドで楕円形のごと坑が南北方向に 5基

並んでいるのを確認した。 最も出の土坑は範囲確認調査でf信J官、していたもので6世紀代の土師

器 2点が出土した。これらは「墓」と思われた。 9日から斜面の粗掘りを開始した。この斜面

る際に広い範囲で地山まで削平されているが、造成前まで、凹地て、あったのが

されてし、ることが範囲確認調査時で判明してし、た。また、

も開始したところ、土自話器土手-斐が埋土中から出土した。土師器杯の出土状況に

3カ所検出した0

SI三310・SK311‘ SK312i7コ埋土また、

中から く出土した。 S 1 y 
し一ー

わせ口状で出土し、底面で鉄製品が出土した。 SK311土境慕の埋土中位から土師器蓋(破片)

と1底部近くから士師器杯(破片)が出土。 SK310土墳墓の底面に近い東南側壁面の袋状張り

出し部で土師器小型棄が正{立で出土した。 23日にS1 314竪穴住居跡の精査を開始。 SK308土

壊慕の東壁中位で須恵器蓋杯 1対が正位で出土した。 24日に土;墳墓群 (SK307 ・ 309 ・ 310~

312) の土壌残留脂肪酸分析の試料を採取した。 30日と31日の両日、考古地磁気調査の試料サ

の取

)

採

2

L

円，

J

ゎ

ト

ン

初

11月 1日に土壌墓群 (SK 

実測図を作成して鉄製品等を収納した。 SJ 301窯の北側で

してL、た。また、土墳墓群(S K306~312) から約 4 m西側

に所在する土墳墓SK317の東壁近くの床面に土師器査のーとに土師器杯を被せているのを確認

した。 9日にS1320竪穴住居跡の南側(のちにS1 334竪穴住居跡)から二酉硯が出土した。

ンブノL

28日 了し、調査区全域の地形図を作成

を終了した。

- 254 
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V 田久保下遺跡

録
「

H
Uの査調章つム第

第 l節検出遺構と遺物

間 8 3 

跡 5基、炭窯跡 1基、竪穴住岩跡6軒、掘立柱建物跡5棟(2棟には溝状遺構が伴う)、土坑16墓、

焼土遺構2基、粘土採掘坑l墓、及び多数の柱穴様ピットがある。それぞれの遺構から出土し

た遺物は、古墳時代の土壌墓内よ i人項恵器、士的器、鉄製品、木(竹)

ど、 .. 
ラタ¥ している。

J--

室長部喜~室 長312，霊長31 1 . 2、 159図、図版59.__向、 88"'-921

7C . 18Cグリッド地山面で検出した土墳墓8基である。

立地は、南西から北東方向に下る緩斜面から平担面にかけてであり、東側の水自由(沖覆面)

との比高差は 2m前後で、ある。 8基の土墳は長軸をおよそ東 西方向にとり、うち 7基はそれ

ぞれ25~40cmの間隔を保ちながら南北方向に連なっている。もう l 基 S K317は、この土境列

北端の土墳 (SK312)の西 4mに位置している。

( 1 )土壌の規槙、形態、理土の状況

8基の土墳の規模、形態などは以下のとおりである。

規 (cm) 

遺構名
さ

形確認問 底面 (cm) 
長さ XI縞 長さ×幅

S K306 122 X 75 112 X 68 55 四隅突出長方形

S K307 110 85 90 X 72 68 E -28
0 
S 

S K308 90 X 50 67 X 56 70 楕円形 E一明7

S K309 110 X 85 85 X 70 63 E-¥V 

S K310 85x 65 85 X 70 45 ~円形 つ

S K311 102 X 64 84 X 46 62 E -3
0 
N 

S K312 120 X 72 110 X 65 54 E -9
0 
S 

S K317 100 X 68 85 X 50 35 E -50 S 

平均 105 X 70 90 x62 57 

256 



第2章調査の記録

確認面での規模、深さについては、 1 S K317は、平安時代の土坑 (SK315) と重

複し、他の 7 果樹園造成に際して上部(地山面)を少なくとも10数cmは削平されている。

従って構築当初の規模は、特にその深さにおいて上記の数字に割増しする必要があり、深さの

平均値は70cm前後かそれiニ1::.と推定できる。

土壌の埋土には、幾つかの共通点がある。 ①:境内に褐色系の地山粘土を主体

は①より黄味の強レ黄謁色~明褐とする さ;!Gてt'ること。{国々 には、

色の地山の二次堆積と見られる土が入り、土の締まり具合は上麿より~~\，、。③: S K306・311

. 312の3 S K309の4層は、東側壁の上~中位にブロック:伏に比較的竪く締まった地山土

が入込んでいる。 0D:4 

(数点)含まれてL、る、

埋土上~ -頁岩の剥片が少量

ことができる。ただ、 Sf三308では暗褐色系のシルト質土

( 4 )欝)が充墳されており、地山土の混入は少量であり、組の 7基とは様相をやや異にする。

またSI三307のl‘ 2

込んでし、ることから、

S K309の}層は、平安時代の漬;恵器と共に焼士宮炭化物等が入 i)

と見られる。このことから、平安時代には、少なくとも

2茶の iて墳は怒らか窪んでいたとも考えることができる。

( 2 )土壌出土の遺物(第150-.._159関)

土墳を掘り下げていくと、東側あるいは南東側の壁際で倒立した杯形土器を検出できる (S

K310を唯一例外とする、後述)。これを取り上げると、その直下から撃や壷などが口縁部を上

に向けて置かれている。明らかに2つの土器を合わせ口状にしている。しかもこれらの土器が、

東壁の一角を袋状に掘り込まれた内側(壁内)に埋納されているかのような状況であった。こ

のため土庄などの関係で、潰れている例が 2例 (SK306・312)あるだけで、他はほぼ埋納当時

の状態で検出できた。袋状の掘り込みの位置は、東壁の上面に近い部分、ほぼ中位、底面の 3

タイプがある。さらに底面では、各種の鉄製品、木(竹)製品も確認でき、これら遺物のあり

方か

な

し、カ込と しているものである。各土壌出土の遺物とその出土位置、種別

'"7 o。

高4

埋納された土器 塩納位霞 床面上の鉄-木製品

S K306 不明(一部現代の撹乱) 土師器羽二十杯 上位 塊状鉄製品

S K307 土師器杯 土師器杯十 上位 木(竹)製竪櫛

S K308 争Ij片(4 中位 柄付万子、 鉄塊

S K309 なし 刀子か、鉄環

S K310 剥片(6点)、 底面 鉄環

S K311 剥片(16点)、 底面 なし(未確認)

S K312 剥片(13点) 上位 万子か

S K317 不明 底部 なし

円

i
伊

h
d
q/U】
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宥 ;m~t仁の

埋土出土の遺物

S K307埋土中 ~H 土のごり:rtj器杯(九)は IF しており、坦*Ii~ された iffド7))庄" (*wt寄り、

て‘検出された。底部l されていた。またSK310、SK31 

斐(12)の破片は接合資料である。これと同 A個体と見られる口誌部の小破片ーが SK311J型土

ら出土しているの

ま -_I+l(_;'C 4誌の I'"U室より主にサ石、荷に]宅情、 !;JF39点11 i 

ている o JIj片は、

られ

下では l点も確認できなかった。このことからふり片ば土墳に埋め

寸寸こ混ぜらわーたと きる。その{也、年UJ十以外に礁などの良

命切検出されてレなし

され

S 1¥.310を除く 7基は、将，を蓋として i"の土器

~ S 1¥.310(主、境底面を袋:上に掘り込/じだI):J(叫に

蛮)にf皮せ、合口としてし、る。Ii詫

宍 11τ子flJ{δcm -J""一 ifj'J: L、ヰニ1(二器

4cmのミニチ斗ア土器が倒立状態で入，i1ら:hてLイこG ミニヰュア十品器;土、 1ま gl~ の 、ly

落しており、

ると

ち:たかれたと ヰB

け;←」切確認でき

きる。同様の打ちな:き;土、

されていたカ¥杯を取り

L たと

き、図示している。このことから、

3 

周辺

、7こで l片出土したもの

杯、で蓋をして埋納したと考えられ、 nち欠かれた口

出土したと理解できょう。

またS1¥.306に埋納された土器は、

てつL4C 

~l、取り kげている。従

って出土状況の図(断面) しなし 明らカ の確認面近くで合口

している

これら土器の綿々の説明は、 し♂四 (p 478--492) るとして、'-'-

されている して き出 Lてお

T、二、、口

胎土は、石英、長石を主とする 多く含んでし、るが、 さ;hてし、る。 1・13・16

V'_ まれる。 3k主、 されており、地の地域からの搬入品との

。
ろ
}

また杯- /
¥
 

ターノレ;伏あるし られ、 ま

た 2・ 4・17の内面ミ力、キ き、それぞれ器使用 う痕跡と見られる。

( 4は台部内側にも)を中心に煤状炭化物がこびりついて;おり、 4は

火熱を受けている。 ような使用 られなL、。

ハ
y
m
h
u
 

q
L
 



V 田久保下遺跡

Q主

S K306 

一一一 74.000m

S K307 

と_73.700m B 

m 

第146図

1 

S K306 

1 黄褐色(lOY

2 賞鴇色(lOYR5/G)林檎の木植栽に伴う撹2iL土
3 褐色(10YR4/4)地111こと小ブロヴクが斑状に多く含まれる、

宣言:く締まる

4 褐色(lOYR4/4)締まり弱、地111小フロックめ混入度合3層
より低い、 SK307の4層と同質

31 

ワ
u 

、，ノグ阻ρhu

、:ノ

日

る
4
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」む

1
4
γ
l
μ
 

か

対

R

U

4
」

]

l

 

第

口

す

は

番
号

物

番

遺

S K307 

1 貸褐色(10Y H5/G)林檎の木植栽にi半;1宮市L::t
2 暗褐色(lOYR3/4)炭化物・焼二仁を多く含む、須恵器もあり

王子安時代に入り jよんだゴ二

3 褐色(lOYR4/6)土JJ11[最上層、締まりややあり、地山粒子を
ごく少量含む

4 褐E，(lOYR4/4)締まり 3層よりややあり、地山粒子を少量

(lOY R5/S)粘土、締まりやや弱

と出土遺物(1) S K 306 30i 
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第2章調査の記録

6 

S K308 

A (;;nn fj.tJりりrJI

20 

S K309 

A B 8 
--7:~ GOOm 

一三735ωm 1 
D 

26 27 

9 

m (番号は第150・151・154'155民の

る)

147図 と出土遺物 S K 308.309 
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V 田久保ド遺跡

SK308 
1 掲色(10YR4/4l竪〈締まる、地111粒子を斑状に多く含

む

11音褐色(10YR3!4)基本的に l層と i司、監〈締まる、地
山粒子は殆ど含まれない

3 ]定褐色(lOYR5/6)堅く締まる、地山の二次堆積土
4 踏謁色(lOYR3/3)1 ~3層より締まりに欠けーる、池山粒

子tどごく少量含む

(玄)鉄製品 s 木(竹)製品

S K311 . S く6

ら東側の底部で検出される る。これらのうち器種(形)これら製品は、

S K:3 0 9 

1 褐色(lOYR4/6)締まりやゃあり、 SK307の2層と同

質、平安時代に入り込んだ土

2 暗褐色(10YR3!4)締まりあり、池山粒子を少最含む

3 褐色(lOYR4/4l締まりあ 1)、地山粒子をJ1f状に多く含

む
4 ]定褐色 (10YR5!6l 締まり 3 層より弱、地 ~ll土の二次堆

積土 5 褐色土(10YR4/4)3層と間質、j也山

の粒佳が 3層より大き l'6 褐色土(lOYR4/

心3層と問 y菌、地山粒子3層より少、締まりも
3謄より弱

※2 ~ 6層は、基本的にi司質、地山粒子の径・混入度合によ
る緩ヲiきである

らかの鉄製品-木(竹) たキCで

の明瞭なのは、 SK308出土の柄付刀子、 SK308・309・310出土の環状鉄製品(鉄環)、 SK307 

出土の木(竹)製の竪櫛のみであり、他については刀子あるいは鉄鉱・鉄斧などが塊状となっ

ているかのようであるが、はっきりしなし、。 3遺構出土の鉄環は、 2

するか、ごく近接している一 (SK308は2組と

に屈曲した把

S K308の柄付刀子 (20)は、墳底面中央やや南側主軸方位とほぼ沿う形で、刃部を…下に、「く」

で検出されている。

頭を東に向けた状態で出土している。柄は木製と見られる。万子のほぼ中

央では上に 2i国対の鉄環 (21、22)がこれvこ接して検出できた。

S K309では万子状鉄製品と鉄環が近接して位置していた。万子状の製品は刃部を北東方向

に向けている。この鉄製品の周回には樹皮が巻かれており、向様の例はSK312 (30)でも確

認している。なおSK312の刀子状鉄製品は刃部を西側に向けている。

S K307出土の木(竹)製品 (31)は、横底面東寄りで確認した。竹ひご状の細し、材を束ね

て馬蹄形に曲げていることから、

る。生地の色がそのまま見えていることから、議りは施されていなかった可能性もある。小片

であ i人かっ脆弱で現況のまま

と見られる。 きた最大幅は26mmで、あ

り上げることはできなかった。
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第2章調査の記録

S 1く310
1 f品色(]OY R4/4)1尽くおじまる、民fじ物少i重合む
:.:: !l{f!尚色 (lUYlU/4)1尽くおおまるカ、 lJ~Jfl:ではない、

地山j:!rrをHE状に少は含む
lI/j11'(褐色(lOYF¥GiG)粘土、締まり 1・2層より当日

…
 

A
¥

一c

B A 
…一一 73.300m

10 

(番号は第151・156図の泣物番号に対応する)

S 1く:311
l にぷいl'Y褐色(1υY R5/4)"主く締まる、/，i;!;lit'ilィl'炭化物少:，(c;~_ 

む、地山*!cfを少含む
2 符j色(lOY114/4)締まる、地 LLJj!i. ~r を少 lí1合む
3 11't:fk¥色(lOY1'\. 5/8)地 LLJ1'iij:のご~~J:JH~干121 、締まる
4 褐色(10Y114/6)締まりに欠ける

IJJj 11'(褐色(lOYR6/G)締まり 1-4)百より判、池 LLJ の二次JH~

1'!'i:!'. 

第148関 土塘纂と出土遺物(3) SK310.311 
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V 田久保下遺跡

土 73.200Jll 

S K317 

一一一73“900Jll

一一一73.900Jll

B 

D 

S K312 

臼

ピデ

ヨ
ノ

1 禍色(lOYR4/4)尽く締まる、地ILJ粒子会J!;f;lkに西側ほど多
〈台、む、炭化物も少;iZ[含む

2 鴇色(lOYR4/4)基本的に l層と問、締まりは 1層よりやや
弱、地山粒子氏)混入も少ない

3 寅褐色(lOYR5!勺)締まる、地山粒子・ノトブロックが主体
4 1¥月寅褐色(lOYR6/6)締まり 1 3 J弱より弱、j也111の-..;}(:l佐

桔ゴ二

17 

(番号は第152図 る)

S K317 
1 褐色(lOYR4/)混入物殆どなし
2 褐色(lOYR4/6)地山の二次:tit柏を主とする、京fH日ほど地山

の比率高い

3 褐色(lOYR4/4)基本的に I層と同、ifG}、物殆どなし

は号国 土壊墓と出土遺物 SK312.317 

-264 



S K306 

6 

S K308 

(外)11段ナデ:伐のミガキ、底部軒ケズHi.2ミフケキ、{本部中{守:ミずキ
(内)横j立・放射状ミガキ→黒色処段、使用にf'I'.う擦故あ i)

一一「一一一一寸一一一一一

17 

(外Ii二!主主部横ナデ、制部t1;I:'斜位ミガキ、台部横(指)ナデか(摩滅)

(内)口故宮11ミガキ、服部以ドナデ、部内ITUナデか

5 ゴ二自Ili昔是Ji、 SK;}り7どt土 lf立 14. () 

(外)口減f:fIl徽ナデ、!底部ケズリ後ナテか

(内IiYt位・放射状ミガキ→黒色処Jll、ミガキあまりではない

けい底部回転ケズリ、(内外)ロクロナテ、受部径

第150図出土遺物(1)

265 

第 2章調査の記録

S K307 

S K307 

内面黒色処理
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Slく:)10

日K::n() f 311 

(I)~ )償位を主とするミガキ→色処理、~.ffliにタール、熔J山手)1)
一一一寸一一一一一一一一「一一一一一一一一一一一一一一「一一一一一一一一一T一一一一

!工主



j第2章調査の記掻

SK312 SK317 

己 () 
1 3 10cm 

SK308 

けている

(身長150cIl1の人物をモデ/しに作関)

時間

-267 -



V 恒久i呆F遺跡、

d久

A 

。 lOcm 

154密
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第2主主 調支の記室長

i ) 

〈一川円ハハハハハ)

A倒
的
必
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第2章調査の記録

円δ九ム
~ ¥jf 

=:::::ここごア
34 

33 

d. 〆一一一_____42 ζごこ~ 45 よ〉ヱ忌 4-3 

，t6 ~ム弘ぶJ 宅宮 込ネギ函手五ムd 〈二ご二三:::，. 48 

47 
ζ二工〉

に
dqa 

円門

;5/ 

円円

，ji:ミ
ハコつd

41 

4U 

157間出
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V 霞久{果下遺跡

ζ三〉
49 

54 

58 

61 

52 

H
U

明
日
刊
行
訴
時
官

55 

63 

，'10 

くここブ

国
間
山

W
H
H
H
M
U司

Cコご 5G

&向日

wuvr
S9 

-272 -

51 

53 

亡ウ
ミノ 2

にハ

〈三二〉

62 

。 cm 



第2章調査の記録

ずl
くここア 65 66 

ぷ>-

。
6L) 

~言言語 も守

F-一一一一一一一「 69 

怠君主立= 7U 
71 

az 一

ζ工戸一一一一一一一三
つつ. . 

ο 5 cm 

47 SIく311 1.1 0.4 0.35 68 SK311 1.8 1.4 0.3 

48 SK311 1.7 2. :3 。5 1. 29 思/Iú~石 69 SK311 2.4 2.2 0.2 1.67 メノウ質

49 SK311 1.2 1.5 0.2 0.43 県111'11石 70 SJく312 1.6 2.3 0.1 0.48 メノウ質

50 Slく311 1 1.2 0.6 0.74 黒llji!;Ji 71 SK340 2.3 2.7 。1 1. 34 メノウ質
51 SK311 戸;ョ 1.7 i I 1.83 #AB主主i SK:34:3 I ;j. I ;~::'l I 0.2 I ::l メノワ質

出土遺物
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V 田久保下遺跡
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ワム]

二丁一三て夜窃

貌務ゑゑ7dzm4
4 : L沢市iII(日i 11 i 底と出 i:i:;;:;}

第160閤

1 冬)1111(第 3 サ:1:-パ:主と出 L-_J~!fi日]

() 1 m 
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第2意調査の記録

つ
LJ 

レ

の斜面から

l基、

の緩斜面ないしは平坦面に立地し、須

5棟(

つ
ムJ ピット

-
、?付
与
C

ている。

、Ea
Fノ

i
i
 

(
 

1 ず「っ
し L d した。

及び灰原あるし、は灰原

られ、 3基とも ていなL、。詑っ l:J、 られ

たJ宮山面か、 っアこG

B21、17COlグリッドで、平間プラン

されたものである。

し今戸ニO

17 

く、煙出し

近くと思われる きたのみであった。これは、 を一道農しF」田

(ノ『

~ _) '" Q 
_L ， ~ ， ノ、、、 ζプ¥ れたことに因る。したがって、 ほとんどと灰原は、

去フれてL、る。

調査できた部分の規模は、 51m、最大11届O脅93m、確認面から最も深い部分がO.63mで

は、 30~320 である。 より、床面及び側ある臼 1ぜ-53
0

たる地山のi主)r雨は、

J安土は、 7躍に分けられる。

している。

し
'-- ( 4 ~ 

、ーー ら才しない

ことから、 くなって間もなく ものと推測される。

あるいは埋土中より出土した ri 
J 、 られ

なかった。これは必ずしも

から明白である。 た

として焼成してt;

された器種を反映してし、ると言えないことは、

占めてし、ることカ￥ら、

。
ょ

1
f
J
一一C

沼田もある

53J352 

っているものは 1個体(1 )であり、糸切り

でJちる。

られる。 2 器厚が27

163、:85図、

17B22、17C02グリソ 1 ..f-悔
し〆 I~o

7
Q
 

削平により、

う盛土との切り合いカ aら、(古) S J 

られないが、

S J 302 テSJ 303 (新)と見られる。

平のため、明らかではないが、還元した西側の壁は2.3m残っている。軸線方向は

「ひ
門，

i
内
ノ
h
】



V III久保下遺跡

A 

ーと7:3.8ωm
4 

る限りにおいては、

61盟 S.J301 

るsJ 303と
J.-..-=:j?...::. J::-"，1 ζrつ，~つよ{L0 o

(
〕

に

1
叶
i

B 

S J :301 

1 熟尚色ill)YH2i;jJ焼ニヒ・炭化物多

置にたむ、三三位混入

日月ミ掲色 (5YR5iS) 下jlî性 ~W~ 、焼土
タに主，_ノ~~
ア_r[1~¥ --1ニi

::¥ ~l斉青!克 110 日じ，1/1)天井村の出器

4 IJj";育!死(108G4/1)天井村の崩落

主i~色 (10YRl.τ 炭化物やや多
く含む

G il奇青灰(108(;4/1)天井村の崩落

7 日月亦褐色 YH5/8l 宇1~'lil 無、九
プ口、，ク多量:に

りにより還完面は l面で怠るこ

)-- し主ニ。

られる

1- __  句

ぐ〉し子、

火山灰は認められなし、c

より

さわーていたのかどうかは明らかではなし、 8の
4τ マム、ふζ
び7)90 /._1、一 Lコ

として製作されたものが、何らか

る。 る

したのは 1J替のみであって、 2

している土である。これ tニ』土

町
咋

ム
μ口帯、小壷λ

Lていると考えられる。そ ト
G、/

れ、

されておらず、器留がブツプツして

0
 

7
Q
 
あで

n
d

ら

g

ムパ
μ

円
九
日
W

7

h

v

E

M

 

l

c
一一日 184、16十一170図、図版73)

した。17C02~04 グリッ

ら焼成部の大部分を、

してs] 

ふ守、lぺ ...-，.-， て
ζ:"IIしにもしも rcJ0 

る。

円

hu
門
J

・

円
/
ん
]

.2mである。

しカゐ



第 2章調査の記録

る部分での

のi揺は2.4m、

口 として、 2m、幅O.9~ 1. 1mである。丸

みをも

を示す。

床面を側凶iから

までの全長は7.5mである。主軸方位はN 25
0 

E 

目立部は30
0

ると、焚口

している。

図示しグたものだけ
hで621固体

eAτ 
円

L一、ιiJV
O
剖

m
r-工部焼燃一で 焼・刀上$ち

されていた。このあり

り出した後、失敗品をそのまま し し

れる。ま

し、る。焼台として

して

らま1る。

と{立、

て25層に分けられる。 2層は灰白色の火

られる。このことから には 3~16J警が短期間

内に流入-堆積し、そ

0
 

7
9
 

J

の

n る。 ごと師器 (杯、

ら少量出土している。須恵器は、杯、葦、

には、事類が令体の67;1-6、軍類が31九を占め、 SJ 

る。出土量: 的

きる

りの両者

と見られる。

1--
仁

向け』ておく必要はあろう。杯は、

器面の状況から SJ 302の鍋(8 )と向

プ〕、
jj喝、

心。

J :1 1) :3 
l 褐色(lOYR4/4i!友化物 z地111粒子1数民合む
2 明言f褐色(]oYR7![Ij火山灰

3 陪褐色(lOYR3/1)結性強、炭化物少量富む
4 褐色(7.SYR4/4)炭化物徴最:含む

5 '*縛土と窯壁の混合
6 基本的に 5J冒と同、窯壁5庖ーより多い
7 掲色(lOYR4/6)炭化物・焼土・窯壁少量含む・
8 褐色(]UYR4/6;火山灰少量-炭化物微量含む

9 ftl色(1UYR4/4i烹壁ー炭化物ー焼J…多量に台
]0 渇E 5YR4/4)炭化物・焼土少量含む

11 陪褐
12 有褐色(lOYR5!6)~掲色(lOYR4!6) 粘1'1二強、炭化物少

量含む

13 褐巴(7.5YR4/4)焼土多量・炭化物i役最含む
14 黒色(lOYRl.7/l)炭化物多最焼土少量含む

15 f品色 .5YR4/6)締まり強、炭化物焼土地山多量に
九九
r_~l て V

16 15)議と同、協ニとブロックを~151官よりく含む

1 ii妾褐色(10YR:1!:{1締まり強、地111'炭化物-焼 1:

多量に含む

時褐色 (lOy~R3/3) 炭イヒ#J ・池山粒子微量含む

19 黒褐色(lOYR2/3)炭化物・焼上少量含む
20 時褐色(10YR3/4)炭化物少量・焼土徴:最含む

21 黒褐邑(lOYR2!岳地山・焼土・炭化物多量に含む
褐色 llOYR4!4)-~陥褐色 (]OY衣3/4) 炭化物多景-焼 i二

.t也山粒子少量含む

23 褐色(lOYR4!4)炭化物.j也山粒子多量・焼土微:最含む

24 暗褐色(lOYR3!4)締まり強、炭化物多量・焼土地山少

量含む

25 陪褐色(lOYR3!3)焼土多量:・炭化物-地山粒子少量合

む

ヴ

i
ヴ

iつ中



V 田久f呆下遺跡
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73.000m 

円。ハv
円
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。 2m 

162図 S 302 

-278 -

日



第 2章調査の記録

ー(
 

パ
リ
‘
〉

勺

J

Y
，バ一 S J 302 

.J 302 
1 褐色(7.5Y H 4./ '1)出まり弱、焼二七千三f・炭化物多量に含む

il音褐色~褐色(締まり強、焼土停炭化

物也山粒子多量にむ

7 11古褐色(lOYR:3/:3)締まり弱、炭化物多量にてきむ
8 明黄褐色(lOY1ミ6/6)締まり強、炭化物少量含む。11]]褐色(lOYR3/4)締法 t)強、地山粒子多量，炭化物

微量含む

10 Ilr~褐色(10Yl13ノ3)締まり弱、炭化物ブロンク多景に:，ミ{ネブロソア

ヰ [iお色 y う i桂 i.ブロソク
;'~~-fm 色 (lOYR2/2)~~Tiま t) 弱、窯体ブロソク多量・炭化

物二少量食む

γiljj 毛色[点トマロ

ふ

UAn
 11 黒褐色(10YH3/2)締まり弱、炭化物づ也山粒干微量含む

12 ii軒高色(10YH3/!1)にぶ〈赤変

1:3 褐急i10YR，j 炭化物微量含む
14 1i吉渇i巴(lOYH3./3)J也山粒子少量含む

日 7..j..110(1 
S J 303 

八

。

63図 SJ302 • 
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V 田久保下遺跡

17 
(番号は第166~168凶のj~N0番号に対応する j

64函 5J
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第2意調査の記録
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第167図 須恵器窯跡出土遺物(3)
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第2章謂査の記録
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(ヤ)持者事平用!開議醤蜜M~ 図的

jj v.g(jlI喜lli EZ di:l EOE [' S i千1向 vZ 
ot1 1， 1 1{!) (0 S i 10 菌II、9Zdi:lEOEf'S 議.f1~ 

EZ1 去I([(!) OZ di:l EOE r S 議・}jf~ ZZ 
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61 

キ4喜苦j耳目 A 



32 1m. J不80
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S .J 30:::¥ 

S J 303 

S .J 303jjij陸部

第169図 5真恵器窯跡出土遺物(5)
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V 田久保ド遺跡

( 2 ) 

平窯跡は、調査区の南側に集中し、標高75.5~76mの斜面中位で 2 基 (S J 327・328)、標

ら平垣間で3基 (SJ 322・323・325)の計5基検出した。この

種の遺構は、

らは、

し

く出土している。しかしながらこれら されていたのか

よると見られる遺物の混在などに否かについては、廃棄後の流入あるし

より明確にし得なかった。

fo 
oo 
つω



日

第 2主主 調査の記録

F 

S J 322 

1 千島色(10YR4!4Hi[iま IH虫、 士一也LL!7ロック多量:、

焼土・炭化物粒子少量含む

2 暗褐色(luYR3i:ぅ)焼こ仁粒子多量、底而に炭化物の

よ佐和

3 Ii奇i毛色(lOYR3!3) 基本 1~1'0 に)百と問、炭 1じ 4tí -

A 

K321 

A 同 l
一一一一 5山 111 1 

ーで「く

!::i K321 

1 黒褐色(10YR3/2)締ま 1)強、炭化物少量、焼ごi-_粒子微量

::: u告掲色(10YE3/4) 7層粒子少量、炭化ifDf紋最含む
3 il奇褐色(lOYRo/:3)締まり然、粘'生右、 7層粒子ー多最に含む
4 褐色(10YR4/4i締まり強、炭化物・焼土フ‘ロック台む
;] n汚焚褐急(10YR6!8)j:{主山ブロ包 jク

黒褐色(10YR2/2H7(iまり!!臣、炭化物多量に含む
にぶい支援色(lOYRiI4)火111灰層、締ま 1)有

R4/4)締ま 1)有、炭化物微量に含む
9 11音褐色(10YR3!4)炭化物件れ・1也山牧子多量に含む

10 Il~褐色(10Y R3/3)締まり有、炭化物・池山粒子多量に含む

B
 

h
p
 

、司E句、宅句也、
~ー~句、一

11 黒褐色(10YH2!3)締まり・粘性有、炭化物ブロック少量、焼
ニ仁校チ微量合む

12 i市褐色(10XR3/3) 7層粒子・;弘二仁・炭ft物少量含む1
13 褐色(10YR4/4)71百ブロソク多量、炭化物少景含む

J4 n吉渇色(1ο 務ま 1).粘性有、池山粒子少量・炭化物微

含む

15 .rí~J 色(]()Y R4/4)締まり~~~ 地LIJ粒子多皇官炭化物微豆含む
16 時偽色(10Y R3/4 j.til!.LLiブロ iソク多量・焼土・炭化物微量

17 にぶいtil儲色(10YR4!3)締ま 1)・*占性有、地山ブロック多
量、炭化物少量含む

171関 5J 5 K321土坑

内

Ja
nδ つム

2m 



V 田久保下遺跡

S J 3 2 2平窯跡(第171図、図版(4)

調査区南東側、 17C07グリッド地山上面で検出した。 るSK321 

切られてし、る。規模は、長軸1.82m、短車m1 m前後の偶丸長方形ないしは楕円形を呈すると見

られる。確認商からの深さは 6~-15cmで、ある。回~南側の壁面及び底面は硬化した赤変面とな

っている。底面は平らではなく起伏が著しい。

遺物は、土師器(護人須恵器(杯、護)が少量出土してし、る 0

S J 3 2 3平窯跡(第112、176図)

調査区南東側、 17C08グリッド地山 i二国で‘検出したo

S J 326炭窯跡の埋二七を掘り込んで、構築している。

規模は長さ2.25拐、幅O.9~ 1. 5mの東西に長く、西側の!障の広し

るSJ 
、
ぺ
B

，，J
J
 

(洋梨形)を呈して

いる。確認面からの深さは40cm前後である。

もちながら立ち上がる。底面は緩い起伏をもっO 底面と

が観察できる。

土師器(杯、護)、安恵器(杯、

が、西側の壁のみ緩く

した赤変面

が埋土 2.~ 4層より400点

程出土してし、る。出土状況から本窯で焼成されたものではなし

られる。遺物の過半数は土師器の杯であり、内面黒色処理された杯も

には外国に叩き日をもつものもある。

S J 3 2 5平窯跡(第172、176図、図版(4)

17 C 08 . 12 . 13グリッド地山土産iで検出した。東側の壁をSJ 

したものと

じ又
九00

より切られ、底面中央にはSJ 3261夫窯跡の煙出しピットにより破壊されている。

規模は、長さ2.25m以上、最大幅2.3mの西側が狭まる

かなり援やかに立ち上がり、確認面からの深さ

で長さ0.7m以上、 Ip高L1m

ると忠われる。壁は

る。底面はほぼ平坦であるが、

口部の可能性が考えられる。

きる Q

ロ
首

岡
千
百
市
川
r
u
h
H
 
土 芸安Jlll一、 口近く 中

心として510点余り出土しているo

S J 3 2 7平窯跡(第173図、

17C 18・19・23・24グリヅドの地山漸移層面で燐士の広がりとして検出し

た。この南約1.5mにはS] 329平窯跡が位置してし、る。

窯は南側で援の立ち上がりの一部と、赤化した床面を確認した。現況での規模は長さ、幅と

る。

も1.6mの三角状を皇しているが、

り、その深さ24cmで、ある。

形状は不明である。 く立ちょが
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婦仲コいの査謂第 2章
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S.Jど3
1 };l日月色(JuYI--l2~ /2)締まり f虫、炭化物i数量含む

!l{;f r8~(10~{R3/ /3)火山灰少量・焼仁微量含む

IF{H品色(lOYR3/3)粘性強、炭化物-1.}lt二iニ少量含む
黒色~黒字品色(10

含む

]勺

つ
]
つ
U

S

4

S，j 

1 11]'[尚色(lOYH3./3)締まり倍、炭化物・焼 i二少 fi{-I含む
乙 茶色(lUYR1. 炭iじ物.~)'c土プロ、ソク :jkに多量

合む

IF{j褐色(lOYR:3/:3)炭化物・焼土、J也山少含む
II]}褐色(lOYR:3/:3)炭化物少量含む
黒色(lOYR1.7/1)炭化4勿・焼ゴニフロックを多1011に

ノと~.，.巳u 
lIi 

υ SJ 

こどミ苧t?'\:~ ブ'\ S J 325 

亡) .~ 
/デ¥¥と

/fffタ
f々

Jコマ ¥ IJ S J 323 

J fff U「J、トベ3
:，) /' 

、------_，...'戸 J

C 74川口1

つ
-
U
A斗
a

ピロ。

S..J323.325平窯跡
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V 田久保下遺跡

A 
B 
一

戸戸~ 

明、Jコ

B 

Gま ロ

A 

ーと76.0

S j 327 

1 虫色(lOYR2/〆 1) 炭 iじ ~'ÝJ)\~
lIiHo&色(lOYR2!3けiHl1Jjj tJl!二1:.
3 正十三層i立II層

〔一

S J :329 
lil;~~日 1ム (1 ハ '\ID r: ι山パ I4~ 1-: 
J=弓 r叫に主¥j ¥1 1 J¥. ，)/" U ノム出 I~Ll TI.J 

とする、炭化物・焼土少
9_....-6-..)戸、

主主同 u
Z 黒褐色(lOYR2/l j炭化物!詳

h 

ζコ
o 
) 

rr; 
ト、

。

第173図 SJ327.329平窯跡
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床面は、ほ

面としている。

造物は出土しなかった。

第2章 調査の記長ま

であり、斜面 i二位では地山而を、斜面下位で1土地山漸移層面をそれぞれ床

部分的にではある 2 ブヲー 1-
0 ，- ζ している。

S J 3 2 9平窯跡 176図、国版76)

調査区南側斜面、 17C 17・18・22・23グリッド した。確認面はSJ とi可じ

であるが、焼土の分布は認められず当初Jは土坑 (SK) として把えてし・た。 S1 338と重複し、

これより新しL、。すなわち竪穴床面の二地LUJ二を数cm敷き (SZ338の131警)これ

の床|面としている。さらに竪穴の北・丙壁面の一部も利用している。

長さ2.2m、幅1.5-----1. 75mの東西に長い隅丸長方形を旦している。

赤化し

2 

など

2枚あることが判明し、

で15cmとなる。

きる施設は確認できなかったの

までの深さは、 1{丈床面 (1日)で-20cm、

としている。焚口、煙出し

l層

るS1320との関

l層を

、弓、af'
y
k
 士の

、-
1
1」、ナ一

、J
J

/

らかにできなかつずニO

してし、る。 て工
、ーが された土器があるの

か否かは不明である。器種には、土師器 ~ID 、 (杯、 宝E、 であり、

る。 51の甑市めている。図示した49~52v i_ 1 (;た床i百ij出土

h
リfあ

跡
で

室

…

料

炭

資

5

片

2

破

J

3

小

3

J

は

l

喜

口 ある可能性もある。

図版77~~79)

17C03・08・13グリッ した。多く と /.;) 

ヵヘ . S K321 坑.S J 

と整理できる。

こと、床面及び;出土下層には治

ることなどによる。

規模は、

近くて'1.05---1. 1mと

1fl IJ 治込ら 11)高20-~25cmの掘り抜

80cm前後の煙出しに至る。

る前庭部は、各種遺構と

る長さ-最大嶋とも約3.7mを測る。

商から1.15mの高さを有する。

ハノ

N

-

一

〉

仁ロ三

4rn吋

士一の

ず

ノ

た

し

れ

ーし h 

まれてい

3.6m、 くで1.2m、焚口

は、ほぼ東 西を指す。

に45cmT;If延こ戸、 iて)j り、ロf生

8mとなる。また

う より であるが、 ~ 

ほほ垂直に掘り込まれ、
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U]1賞褐色(10YR6/6)しまり強少瞭少量出入

明貧褐色(1OYR7/6)しまり強

黒褐色(10YR2/::l)しまり中炭化物少量出入

H月黄褐色(1OYR6/引しま IJ強炭化物{数量出入

.9~!; 色(lO Y R:2/1)しま 1)~g(炭化物多量地山ヴロ

長a~}、

明 Wlf~色 (10 ・ R6/8) しまり強炭化物少子jijLi 入

時十~1::0. (10Y H3/3)しま 1)中炭化物、地111粒少!tCUt入
U!~ .~~褐色(1O YH6;到しま 1) 0rtUJtí七物微量少!波多量~J.L 入

日月黄褐邑(10YH6/お1しま IJ強炭化物多見入SJ 326 ¥{正土

111'1褐色(10YH3i4)しま 1)中炭化物、J史上主主多量地山粒

微量iit人 SJ 326tlll土
111]'(1'，:褐色(10YH6/6-6/8)しま IJ中炭化物多--51:少球少

量出入 SJ 302 ・ 303JrI~土

P 1二ぶL寸!t褐色(10YH5/3)しま 1)grti炭化物少量地山ブ
h b 口 F! マ

ロ Hノヅタ豆王i比八

明寅褐色(10YR6/6)しま 1)強炭化物少量少i制j技量i昆
入、 SJ 303盛土

ケ1]"

1

2

っ1
U
4・
-lD

6 

8 
υUUm 付

JO 

13 

11 

S J 325 

田久保下遺跡

75.000111 

S J 303 

V 

~ 
/73.000111 

F 

S J 302 

褐色(10YR4/4)焼j二つ川口ァク多量に含む

明 11~L 褐色( 1りYR (18)炭化物微量含む

S K347 

1 武褐色(lOYR5/8)地LU二次1樹立が主

2 黒褐色(10YH2/3)炭化物多量、還元しているスサ入 1)

粘土・焼土を少量含む

i河賛同色(lOYR7/6)地山ごl二を主とする

ziti資色(10YR7/8)地言)の二次~tlli{l{t

つ9

oU 

っけ

A
一せ

H奇褐色(10YH3/3)しまり中炭化物、焼土粒、池山粒多量浪人

IR賞褐色(10YR6/6) 4層に矧i以
明黄褐色(10YR6/8) 8層に類似

黄褐色(10YR6/6-6/8) 4 8)首混合土

日月賞褐色(10YR6/8)しまり強少際少量出入

褐色(7.5YR4/3)しまり弱炭化物、焼二i二粒多量混入

IlJ=J黄褐色(10YR6/8)しまり強炭化物少量混入

明黄褐色(lOYH7/6)しまり中炭化物微量少球少量入

にぶい黄褐色(10YH6/4)しまり中焼土本立1)技量1ft入

にぶい1It褐色(10YR6/4) しまり ~I~ 少際多量混入

H音褐色(10YH3/3)しまり中地山フロック多量混入

明賞褐色(10YR6/8)しまり強

11奇褐色(10YR3/3)Jk化物.~J'LL少量含む
F&¥色(7.5YH4/4)焼二i二ブロック多量・窯体フロック少量含む

褐色(10YH4/4) 焼ニI~ ブロ"，ク・炭化物少含む
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第 2章調査の記録
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V 田久保下遺跡

S J 3 2 6炭窯
l 黒褐色(lOYR3/2)SK321の1)警に対応、
2 陪褐色(lOYR3/3)SK321の12層に対応
3 にぶL、黄援住(]OYR7/41火山灰層
4 黒褐色(lOYR3/2)SJ303と考えられる窯体フロック混

入

5 暗褐色(lOYR3/3)炭化物・地111ブ口ック多量、焼土粒
子少量含む

6 褐色(10YR4/4)地山粒子少量闘炭化物微量含む
7 f品色(lOYR4/4)地IJIフロック多量炭化物敵量含む
8 暗褐色(10YR3/3)炭化物多量、焼土-地1I1粒子少量含

む
9 褐色(lOYR4/4)地1I1小ブロック多量に含む
10 褐色(lOYR4/4)地山粒子多量-炭化物徴量含む
11 黒褐邑(lOYR3/2)炭化物多量:に含む
12 f昌色(lOYR4/4)池山粒子多量に含む
13 黒褐色(lOYR3/2)炭化物・焼土粒子多量に含む
14 褐色(lOYR4/4i締まり強、地LlIフロック多量・炭化物

少量含む

15 明資褐色(lOYR6/8)締まり強、14層ブロック少量・炭
化物微量含む

16 褐色~陪褐色(lOYR4/4~3/心地山フロッケ少量含む

17 褐色(lOYR4/4)にぶく赤変(20)曹と同)
18 明資褐色(10YR6!6)地山土(天井崩落;士)
19 暗褐色(10YR3/3l締まり弱、炭化物・地111粒子少量含

む

20 明黄褐色l10YR6/6)締まり強、火熱により赤変(天井
崩落土、18)曹と同)

21 明寅褐色(lOYR6!6)地山フロック・炭化物-焼土ブロ
ッグ多量に含む(25層と同)

22 赤褐色l5YR4!6)~明褐色 (7.5YR5/6)炭化物・焼土粒

子J也山ブロック多量に含む(25層と向)
23 時褐色ClQYR3!4l炭化物-焼土粒子多量、地山!院予徴

量含む(25層と向)
24 明黄褐色(lOYR6/6)地山ブロック多量、炭化物-焼土

少最含む(25膚と|司)
25 赤掲色(5YR4/6i~明掲色 (7.5YR5!6) 炭化物ー焼土

ロック多量に含む

26 明黄掲色(10YR6/8)炭化物・焼土粒子少量含む(25)警
と問)

27 明裁褐色(10YR6/6)黒褐色土ブロック多量に含む
28 明寅褐色(lOYR6/6~6!8) 炭イヒ物多量・小磯少量含む

口iJミ てはほぼ水平であるが、

し、 じ傾斜で煙出部に接続する。 ]... し、酸化

面をなしている。

埋士は前庭部を含めて28層に分けられる。 17・18・20層は地山土である。この地山土には焼

土.j炭化物などの混入物が含まれていないことから、煙出部向様の撮り技き式の天井が崩落し

た土と考えられ、 あったことが明らかとなった。 21層以下が天井崩落以前

に堆積した土である。燃焼部には地山の二次埋土が認められ、精査の結果、この

Jう~ :3 らま1ることから、少なくとも 3[8] き、聞を重ねるにつれ燃焼部を地111

土を盛ってかさ上げしていることが判明した。またこのことか

1.4m、11届0.95m)は、 ると言える。

遺物は、土師器(杯、蓋、小髪、 (杯、蓋、萱《広口

ど出土している。 らの出土であり、

流入したものと られる。 し も含まれる。
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刀

υuv一三

51 土 .1~11í，

52 二iニ

S 守 ~Hl~

S.J 329 

S .] 329下位1来的Ll二

不明

第 22主調査の記録

「アミ
40 

44 

42 

旬f}

152 

「写J 149 

「写 j 155 

156 

1り0

158 

100 

167 

166 

170 

169 

168 

第176図平窯跡@炭窯跡出土遺物
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V 出久保下遺跡

( 4 ') 

に 2車l(S 304・314)

ように北西 南東を示してし、る 0

S I 3 0 4 

4車干 (S 319.320 ・334 ・338)、ほ

そのいずれも

6車干とも地山市であった。

る

S K343・

され、

心

新i日関係は不明である。

測できるのみである。

壁長はわずかに西側壁3.82m、北側壁1.1mを計

としてN 260 - Viとなる。上部をブルドーザ

が動いたためか、監はオーパーハングA気味に立ち上がっている。壁高は西側壁 7~15c問、北側

壁o...___， llcmで、ある。壁溝は認められなL、
埋土は、地山の粘質土をフロック;伏に混入する暗褐色土である。地山を掘り込ん

i王子担である。柱穴様ピットは、床面およびその削平部分でおケ所検出

跡に伴うと思われるものは 2片所 (P1‘ 2 ')のみである。

カマ f~工、西側壁の中央部と思われる位置に付設されて L 、たが、 と部を削平されており、袖

)-- っていただけである。

させて;埋め、そ，i-l_

ウー』片.J-_ヲ'ー/.;) ，'-[ち i'_う」、

な貼り付けてL、た。

そこに土師

2 i国

合計4個体の土師器斐が埋められてしイニ。中央音Isに矯円形 (;:)1cm 65cmlに、赤変Lた火

床面が認められた。;Jく床部~i特に撮り込"Ìれていなかったc 火床音gの奥 lf("" 21開の小型の土師器

させ、支脚として~ ，tこ。煙道部は、火床面から急角度で立ち上がり、煙出孔に続L、て

し、る口

「拝、 りwことしている。全

S 3 1ヰ

占めている。

.~185 、 199図、

18 C 12・13・17・18グリッド、で、 SK349 ・ 350土:lJt~ S 346 Bと重複しで

した。新!日関係はSB346-Bより新しく、 SK349・350とは不明である。

れているため全容は不明であるが、ほぼ方形を呈すると思わ，わる。

する 1mを測る

ブルドーザが動いたためかオーバーハン

壁 5~17cm、同側壁lO~ 16cm、北側躍。~ 7 cmで、ある。

6m-戸、タブlTI l'd0 /0)0 

っている。

られ、 ら

は 6'~14cm、 主久 寺
cv 0 ~ 1'--、 ノ

¥ さ1.45m 、 Jj話 15~18
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調査の記録第つ主主

1
1
1
1
3
.
2
0
5
 

υ 

S 1304竪宍住居跡77盟

? にふ;い寅褐色(lOYR5/4)焼土フヂロゾク少量含む

8 明賞褐色(は10YR7/6引)締締eまり強強i、焼土炭化物少量含む

9 にぶい赤褐色(何5YR4/4引)締ま iり).宇粘1占5ケ引ιf性i
1刊0 1黄空境色(什lOYR8/8剖)紡性強
11 赤褐色(2.5YR4/8)石!日貿焼土

12 1別 1IïN~~ 色(lOYR7/G)締ま q 強、枯性然、がL土微量含む

13 に~;~. ~為責褐色(10YR5/1)焼土・炭化物含む

S J:)り4カウ

1 11吉赤褐色(5YR3/2)焼j二・地山犯T少量;
2 Il奇赤褐色(5YR3/3)締まり .ftli性信焼一l二多t・炭化物少量含む

3 赤褐色(2.5YR4/8)文明111]の焼二1'.フ合ロノク

4 赤筏色(2.fiY R4/6ì品目ま 1] 強、約It~果、焼土多量・炭化物少量合

5 た褐色(5YTl::l/ljT帝王 1)~~~、ちuーやや多く .JJt 化物少i乱含む

6 I~月褐色(lOYR7/6)締まり・*!日!:0TI(
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V 田久保下遺跡
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(番号は第179-180図の遺物番号に対応する)
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第2章調査の記録

(58~62) 

LUCIη 

37 

38 

39 



V 田久保下遺跡

油、深さが 1~ 2 cm も認められる。

。

、千， 

埋土は、地山の粘質ことを小ブロッグ校、に混入する結権色土であるり地山を掘り込ん

ほぼ平坦である。柱穴様ピットは、床面と壁面に25ケ所検出したが、その配置と深さが不規則

であり、本住居跡の主柱穴と思われるものは明確ではない。

カマドは、南西隅近くの南側壁に造り付けられているが、遺存状況は悪く、袖部の下半が部

していた程度で、ある。抽部をつくる際に、床面を掘りくぼめ、

を倒立さぜて埋め込み1 それを袖部の芯としてL、た。構築材として自色粘土と地111粒を混ぜ、た

ものを用いてL、た。火床部分は、床面の地山が熱を受け赤変していたが、掘り込みは認められ

なかった。赤変部分の中央は、著しく硬くなっていた。煙道部は、火床面からやや三号、に上昇し

してし、た。

火床面の奥に横に並ぶ 2{自の支脚を検出したが、左側の支脚は、小型の土師器整を倒立させ、

右側の支脚は、小型の土師器撃を倒立させたとに須恵器杯を被せていた。

遺物は、須恵器(杯、高台付杯、蓋、護人土師器(杯、護)が710点余り出ことしている。こ

のうちカマド内からは80点ほど出土している。 ている。
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第2章調査の記録

喜 I3 f 9 竪穴住罵跡(第186~ 187図、図版位、 83)

調査区南西隅の斜面上方、 17D01. 02・06‘07グリッドで検出した。

削平を受け、東-北側と南側の控の大部分は破壊されていた。このため規模は

明確にできないが、 る西壁から南北方向の長さは4.5m前後と推定される。壁高は南西

隅で:'70cmで、ある。

住居内外には、径20~30cmの柱穴状ピットがl

ら Pl~P4 の 4 本が主柱穴と考えられる。

出、 P2 3間で3.4m、P4 -1間で3.5mを測る。 P4 

磁北とこの主軸の蹟きは、 N-41" Y-/となる。

る。このうち、確認面からの深さと

P 1… 2、 P3-4間で1.4

1を結ぶ線を主軸と仮定すると、

さ、幅が 1m程の不整形を呈する焼土面が存在する。カマドの!大床

うけ、基底部のみの検出でありその当否を判断する材料はなL、。る

3

れ

一

ら

2

見

一一Y
'
Y」面

りJ<ちまれてし、る。精査の結果、長さ58側、 l福5Ucm、深

さ28cmの円形の土坑の底部に掘り方を持う径12cm、深さ25cmのピットが穿たれているが明らか

となった。県内及び近県の類例などからログロを据え付けるためのピットではないかと考えて

いる。

また床面中央南側で、は、長さ 1m、幅0.85mの楕円形の土坑 (P6)が位置する。断面形は

鍋底;[犬を呈する。床面からの深さは30c訟で、ある。本土坑は、確認及び埋士の状況から住居より

古L寸ミ問時代と言え、周辺の遺構の分布を加味すると f住居に伴う土坑と判断できる。埋土中に

、なし、ことから、カマドに対属する士坑ではなく、床下収蔵穴などの機能

を想定しておきたい口

であり、

多い。

るいは床面直上で確認できた。器種では士

がある。出±嵩:の多いの

いる資料が在倒的に多く、須恵器では大斐の破片が

してし、るものはし、ずれも切り離しは回転糸切りである。土師器の拝の

され，ている。ま より

167) も出土している。

S i 3 2 0竪穴住居跡(第188、189図、図版84)

調査i三南西側、 17C 21・22グリッドで検出した。 S 1 319が、下方にはS1 334 

の東側で黒褐色土プラン(1 

していた。精査の結果、

壁は、西側と き、 J.- り込みと る。新
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第 2章調査の記録

!日関係は のS1 334よりであるか、

事fTしい。壁長は西壁で 7 、 m
 

a4 
7m、

である。西壁を中軸線とすると、磁北との傾きは、 N 33
0 

Wとな

?の一

できすヘ f至上2mの

しているo P 1のあり方はS1 319 P 

S 1 338とした竪穴拒

しS! 338をi里めていることが明ら

のピザト

止ま

の

。

)

る

1

限

、

:-p

c

l

v

c
こ

o
r
(
 

円

/

白

戸

、

さ

え

き

深

考

で

、

し

ら

l

じ

P

向

(

し

f

一

坑

F
O

かとなった。

県土は 6層に号、けられる。 5麿は灰白色を皇する火山灰で、あり、住

してし、る。火山灰層は、住

と忠われる)の上

り込んだものと

5 ~ 8 

，_ -
と心。

カマ iJ、 できなかった。

より多く出土しげ--.__.， 4 では図

示した灯、 10L103、104、106を始め20点ほどの出土である。

、
ャi
h (杯、高台付杯、

出土量の:多いのはS1 る。また、 より

1占 た1a
一

S ! 3 3 4竪穴住居跡(第190、191図、図版85)

17Cll.16.17グリヴド した。住居の北側には

S 1 320含

る。ま

明ら

る位置関係で存在するが、その新i日は不明であ

はS五336とし

り込ん

しているカL こ才1は

している G

110
0

の

さで推定すると、西辺で約4.8m、

4m程延びてし、るが、北- できな

ちミっ?二口 え」探 る。壁の立ちとが

占ぞ
く士りは、西

る。西辺

のS1 338西辺と

との傾きはN-24
0

-Wを示し、後述

る。

され、北側でも詮15--20cmで2本 (P1.P2)
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V 田久保下遺跡

ロ

、'H
 

円
U
円

U
口

o
nつa」-
d

門勾
1J'f，
 

C
一

D 

S 1314 

1 にぶい赤褐色(5Y

2 fj月赤褐色(2.5YR5/S)粘性・締まり

3 明赤褐色(5Y R5/S)焼土多く含む

4 

5 
6 

? にぶい掲B (7.5YR5/4lJ也iJJt:~r少 ~Itfrむ
8 白色粘土
9 明赤褐色(2.5Y R5/S)硬質

く含む 10 赤褐色i、2回日YR4/お)粘性やや欠ける

明赤褐色(2.5YR5/3)2層焼土フ冶ソクの混入少ない 11 暗褐色(5YR3/4)宇11it'!強、炭化物・焼土少量含む

にぶい志褐色(5Y R4/3)焼土・炭{じ物少量含む 12 黒 色(lOYRl.7!1)炭化物多量・焼土少量含む

182国 S131 7 ド
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第2軍調査の記録

h
f引
に
d

J
司，

8
応
久
対

日
む
こ

第
日
ず

は

番

号
物
番
遺

S 1 314竪穴住居跡

出土遺物(1)

第183国 S 1314竪穴住農跡カマド遺物出土状況
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V 田久保下遺跡

(66~ 75) 

78 

(76-78) 

感
抗
議
抗
議
日

土
一
土
一
土

4
一

5
一

6

0
口
一
円
。
一

O
口 カマド只 P2，'3-4 1 ・ 51 ・ 53~55 ・ 57 ・ 60 ・ 67 ・ 68 I 23. 9 I I (25. 0 ) 

184国 S 1314竪穴住居跡出土遺物
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第2章調査の記録

84 

。
86 

第185図 5 1314竪穴住居跡出土遺物(3)
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V 田久保下遺跡

。口

0
4
 

，f
i
i
L
i
l
-
-
i
 

。Pl
。P5 

ーと 79.10
ハ
h
up
 

ハ
υ
ハりつdQu

 

pu 

i 

F 

S 1 319 

1 IIVi褐色(lOYR:j刈)江主入午均約どなし

2 褐色土(lOYR4/4)締まりやや弱、炭化物少量含む

3 列黄褐色(lOYR6/8)締まりやや弱、車崩落土か

4 黒褐色(lOYR2/3)-1I音褐色土(10YR3/3)床間近くで炭化物

が制11いii'jj状に分布、焼土も少量含む

5 黄褐色(lOYR5/6)P6~黒土、上回ほど笠〈締まる、地 111粒子を

斑:j犬に多く含む、土器も多い、人為的埋土か

ロ

?， 
_:::--

H 

巴
(
)
(
)
申
.
∞
ト

B 

P 1黒色ニi二(10YRl. 締ま 1)弱、炭化物少量

のみで池出粒子は含まれない

三褐色土(lUYR4/4)炭化物・焼二t二少量含む

3黒色土(lOYR2/1)炭化物多く含む

第186図 S I 319竪穴住居跡
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第2章調査の記録

93 

第187図 5I 31 
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V 田久保下遺跡

ー「叶。・
2()コ

回

S 1 ;320 

1 黒褐色(10Y R2/3) 

2 D音褐色 (lOYR3/'1)炭化物少量含む

3 黒褐色(lOYR2/2l炭化物少量含む

il音褐色(lOYR3/4) 

5 にぶに寅褐色(1υY R5/4ì砂質、，A~lll
!夫、荷:1大に:ttk積、1:長くが¥i

まる

6 褐色(lUYR4/4)炭化物少量含む

7 il音褐色(lOYR3/4) P 1.埋土

。
c 
o 

会。。 S 1338 

D 

可¥

111 

第188国 S 1320竪穴住麗跡
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第2章調査の記録

し

(97ι103) 

102 

山口

H
H
μ
刀吋

(105~107) 
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V II!久保下遺跡

S 1 :3:34 
1 (こぶし、11t#b色(lOYR5/ 4 ))ll~fl幻自にあるノJ ，li~1を少む
21gb色(lOYR5/別地LLJの二次Jiidii二!こ、締まり羽
4 H:¥掲f!!.1l(lYH2/3)

() 
汀]

鉛図 S 1334竪穴住居跡
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第 2章調査の記録

。
1 3 

10cm 

のピット (P4.P5) しているが、 う遺構であるか否かは不明である。床

思
nrγ 

/鼻 P ぐ

_J'¥.. "¥ 

のまま利用し、 る。

ら24点出土している。器種では、土師器(杯、髪、鍋)、須恵

蓋、室、二面税)がある。 1商硯(108)は風字形を示し、

らな脚が2本認められる。使用の痕跡は観察できない。

313 



V 田久保下遺跡

事 i338竪穴住居跡(第192、193図、図版84、85)

調査区南側、 17C17・18・22・23グリッドで検出した。 S1320、 SJ 

より古いことを確認した。

規模は、南北長が北壁と南壁を結ぶ長さで4.5m、

J.- し

vザ岳、ム;:-，..'_;'白、F

L e IJょっ

たものの、断面観察から4.4-----4.5mとなり、 l辺4.5m した隅丸方形の竪穴住居であっ

たと想定できる。壁は住居の東半分を確認できず、西半分では垂直に近く立ち上がる高さ51-----

64cmの壊を検出した。壁麗下には南壁を除き幅15-----20c刻、床面からの深さ 6-----12cmの壁溝が巡

る。溝は北壁の内側約80cmにも東西に延び (I!Jj20cm前後、深さ12-----15cm)、竪穴の拡張あるい

は間仕切り う施設であった可能性が考えられる。

床面'は平坦で堅く締まっているが、 るためか、 b且地山面支で掘

り下げ、掘り上げたシノレト質土と地山土を混ぜ埋めもど

柱穴状のピットは、床面で2本 (P1・2)、北壁ほ

している。

l本 (P3) して

いる。前者 2本は、一辺15'"'--20cmの方形の掘り しているが、 らの深さ、

ら主柱穴とはなり得なし、と患われる O

埋土は、掘り方埋土(6層)を除き、 12層に分けられる。これら S 1 320及

びsJ 329平窯跡構築に際し、人為的に埋められている。
カマドは、南壁中央やや西よりに位置する。住居内の燃焼部は床面をそのまま利用した火床

部と両袖部の掘り方のみの検出であり、 さま1たと考えて

いる。袖部の掘り方から、芯材として土器あるいは石などが用いられてし 、。煙

道部は長さ1.1mで、底面は約25
0

の角度で上昇し、途中で阜云して緩く下り煙出しピットに歪

る。両側面は火熱で‘地山が赤変してし、る。カマド 2T-Wを示すG

遺物は、住居南西部の床面を中心に160点程出土している。器種では土師器

器(杯、高台付杯、整)があり、圧倒的に土師器の棄が多い。

S 1 3 3 8 
1 明黄褐色(1OYR7 /6) j也LLiの二次土佐積土、上ffiiS 1 320 

の貼床
2 褐色(1()YR4/引先g山小ブロックを斑状に多く含む、炭

化物少量含む
3 褐色(7.5YR4/4)焼土を比較的多く古む、炭化物少量

含む
4 暗褐色(]()YR3/心地山粒子・小ブロックを少量のみ含

む

5 暗褐色ClOYR3/4)基盤層の小磯を比較的多く含む
6 褐色(lOYR4/6)地山土と II.盟膚シルト質土の混合、

上国本住居の貼床

7 黒褐色(10YR2/3i締まり弱、炭化物焼上を多く含む
8 黒掲色(10YR2/2)締まり弱、焼土 ι炭化物を殆ど含ま

ーす時

Y f清褐色(7.5YR3/4l締まり 71者よりややあ i人暁土・炭
イヒ物を多く含む

10 明赤褐色(5YRSifil燈土層、締まりあり、人為的埋二!二
11 寅褐色(]OYR5/6)地山の二次堆積土、人為的埋土
]2 褐色(lOYR4/4)

13 黄褐色(lOYR5/6)地山二二次堆積土、 SJ 329構築にあ
たって人為的に埋めた土
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第192図 S 1338竪穴住居跡
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V 田久保下遺跡

番号 器霞 出土i立置・盾{立 口在 底径 i器両 |残存率 イ椅 考

112 須.1不AO R P17 13.0! 8.0 3.7 1 /?  80 

113 須.1不AO 12.9 ( 7.6) 3.4 1/2 81 

114 iゴ二・1不 10.4 5.4 3.2 1/ノ3 73 

115 須.1不AO R P7 13.8 8.5 3.6 2/3 写J82 
116 土・諜 20.4 ( 5.9) 破片 85 

117-a 須・大喪 RP8 47.0 (11.1) 破片 83 

117-b 須・大喪 RP6 破片 84 

193悶 5 1338竪穴住居跡出土遺物
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第2章調査の記録
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登録していたが、 柱穴間の切り合いから次に述べる i\.~E の 5 棟と判断した経緯がある。

また、この区域も地山面ま いるため、 ホ一戸で跡同居住穴竪ら

も含まれている 7
Q
 

S蕗 34 6 -擁立柱建物跡(第194、199図、図版86)

17C10' 15、18C06・11・12・16グ1)ッドで西側 (5D335)を伴っ したn

北西一 もつ。桁行は 3間(東側が北から2.32皿、 1.95r及、 2.21mの6.48m、

西側が北から2.34m、2.00m、2.00mの6齢34m)、梁行は 2間(北側が東から2.5Um、2.53m

の5.03m、
m

、
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るn

(74.300m) からの深さは58~107cm 

1間を 8尺としたと らである。

れる。

~O.3mを測 k 北側で S 1 

さ 7.70泊、幅O. ト~O. 4m、深さ仏2

している。

須恵器杯が出土した。

なお、こ 軸線方向から

してし 一rQ

喜喜 34喜一室擁立柱建物跡

18C 11・12グリッドでS1 

L、c 北高一

して検出したが、本建物跡が新し

2間(裏側が::11':から2.04m、1.94cmの3.98m、西但iI

が4.22m人 l開 (2.20m) の規模である。
、
，
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C梁行とも l間を 7尺としたと られる。

高 (74.000m)からの深さは73"-88cmで、ある。西側桁行ライ られる。

ある。柱穴内か

5 1 

長さ90cm、

しており、

る。

3翠 3亀高-c掘立柱建物跡

17C09・10・14・15・18C11グリッド

間(東側が北から1.76m、3.81mの5.57m、

した。北西 もつO 2 

1問はと

とも l

60m、2.6Umの5.20m)、

3cmを 1尺とすると、側2.50m、南側2.57m) る。

間を8.5尺としたと考えられる。検出面からの

(74. からの深さは30.5~82cmで、ある。

の深さは11~46cm で九るが、

しなかった。
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V 田久保下遺跡
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V 田久保下遺跡
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V 旧久保ド遺跡

。
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土む
54.5 

-21 

F 
一一一E一一 74.200m

S B 346 D 

鍔菌 S 83ヰ喜一E謡立栓謹物議

東側桁行ライン上にSN305焼土遺構が存在するが、本建物跡との関係は不明である。ただ

向遺構は焼土面が2枚あり、内 1枚が本建物に伴うとすれば、柱穴配置と合わせS1 319竪穴

住居跡に類似しており、 SB346-B同様に竪穴住居跡の可能性がある。

話蕗 346 D掘立柱建物跡(第197図)

17C 10・14・15グリッドでSB346 EとSK316・318土坑と して検出したが、 SB346 

-EとSK316よりは本建物跡、が新しい。 SK318土坑との関係は不明である。北東一南西方向

に桁行をもっO桁行は 2間(北側が東から2.59m、2.48mの5.06m、南側が2.49m、2.43mの4.92
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V 田久保下遺跡

m)、梁行は l間(1竃78m)の規模である。基準柱問は30.3cmをl尺とすると、桁行 l信jを8.2

j七梁行 l 間を5.8)てとしたと考えられる。検出血刀ミらの柱穴の深さは25~62crnであるが、基

(74.200miからの深さは60'"'--122cmで、ある。柱穴内より

$醤 34 6 -E謡立柱建物跡(第198図)

しなかった。

17 C 10・14・15グリッドで、検出した。南西側偶の柱穴から長さ1.60m、幅O.1 ~O. 18m、深

さ0.17mの溝が北西側陥の柱穴の西寄りに延びている。北東一南西jゴi勾に桁行をもっ。桁行は

l間(北側が2.58m、南側が2.65m)梁行は l間(東側が1.61m、西側が1.73m)の規模であ

→ 

-0。 3cmを1尺とすると、桁:行 l聞を8.6尺、梁行 1間を5.5尺としたと考えられ

る。検出面からの柱穴の深さは21~ 54. 5crnで、あるが、

cmである。柱穴、溝内から遺物は出土していなし、。

(74. 200m) からの深さは52~80

( 6 )土坑(第200~209図、図版部、 87)

f)、調査区中うたから北東寄りに比較的多く されてし、る。各土坑の

まとめることとし、ここでは表に収まらなかった事項について簡単

に触れたいo

S K321底面は、平坦ではなく緩やかな起伏が認められ、中央北よりには径18cm、深さ15crn

のピットが事たれている。場土 7震は灰白色を呈する火山灰層である。 i軍土8層出土の須恵器

護(第207図134)は、 SJ 303須恵器窯跡出土の護と同じ造りであり、本遺物の出土層位(埋

と遺構の配置状況から、 SJ 303に関連する施設であった可能性が考えられる。

S K336埋土は、地山土を埋め戻したような土が充填され、人為的に成されたと考えられる。

底面近くでは湧水が認められ、 2層とした土は灰色圃グライ化している。本土坑は形態、埋土

の状況から他の土坑とは時期的に異なる一新しい…可能性がある。遺物は、 l層より角が l点

出土している。この他の遺物はなt、。角は長さ16crn、太さ 5crnで、中空となっている。

S K340・343では璃瑞質の剥片が各 1点(第159図71、72)ずつ出土しているが、これらは

された際に、再土坑に混入したと見られる。

Sf三345埋土は8層に分けられるが、 4層砂質土に特徴がある。向層は縫認箇から15crnの深

さの位置に南に開く馬蹄形を呈するように分布し、色調はオレンジ色を示す。この砂質土は堅

く締まっており、 5層以下を締り方埋土とし、 4層上面で何らかの機能を果たしていた可能性

がある。この土の出所は火熱による変色でなし、としたら、周辺に間色の土の堆積は認められな

し、。

S K347は確認罰からの深さ1.05mの断面形がフラスコ状を呈する土坑である。埋土は 4層

に分けられる。土の入り方から人為的と考えられる。 2層には還元化しているスサ入り粘土や

焼土が見られることと、検出位置から須恵器窯に係わり構築されたと想定できる。
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( 7 ) 

第五 られた。そ

あった。ここでは、これら

{すかなかっ

器開 305

カマ F~ あるいは

2基にっし

レ

マ
0 0 

(第204図、図版87)

17 C 10グリッ 11層出で検出した。上下 2

し、

られた。上

戸、 しょこO

上下 2枚の焼土の内少なくとも l枚は、 S B346 C 
〉
勺
ノ

dム
巴j

いはカマトーであ マハ
v

17C02.03.07 I 

17C13・14・18 なし

i… ¥Jllt..JLJV 17C11・16 '-ヘSI334玄

SK337 17C07 !なし

SK339 17C06・07

I SK340 17C10・15

SK341 18B21守18C合1

SK343 17C06 

SK345 17C13 

SK347 17B25 

SK349 18C12 SI:i14 

SK350 18C12.17 くSI314 189x76x4~12 

※「重複Jは、重複関係にある遺構を列記、遺構名だけはその新!日不明、 i>Jは、右に記した遺構が!日

く、逆に i<Jは新しいことを表す。
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V 田久{米下j室長島

(番号は第206図のi宣物
番号に汁応する)
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田久保下遺跡V 

黒褐色(lOYR2!3H~í'iまり 1-3)妥よりやゃあり

!lJ]1i;i褐色ilOYH6/川 Jllilll の .~}~J町立ゴニ

;.I;¥t易色(lO，;'R3，2)地山 i二ffiど含まれない

I!古渇色(1υYlt3/3)地 L[j î~Lf をごく少量含む

黒褐色 ※おりまり 4・5層以外全体的に出
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3 掲色(7.5YR4/3) 堅く締まる、炭{ヒ1:0'村をやや多く 2-む
4 赤褐色(5YR4i8)住民〈締まる、おli'l生熱、焼土やや多く含も2
5 明赤褐色(2.5YR5/S)焼土、上聞はど硬く締まる
6 明褐色(7.5y'flS/6)地山土が火熱を受けたもの
7 褐色(7.5YR4/3)焼土は殆ど含まれない、炭化物微量:含む

S K340 
1 褐色(7.5YR4i4)池山二iニ・炭化村合む
2 褐色(7.5YR4/引炭化物少量含む

P 1 
1 褐色(7.5YHA/::l)黄色-1天白色粘土多量混入、
2 暗掲色(lOYR3/

'
l)焼土、炭化物混入

3 褐色(10YR4/4) 
P 2 
1 日高橋色(7.GYR3/4) 
2 褐色(7.5YR4i4) 
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{j引を面的に多くた

む陪ち 1)

IWi渇色(lOYR3iLjあまり
ゃく昔、 lu!'lli主主j. 
炭化物を少量:含む、

:1 J習とのJ立不明瞭

-l1'ftめ色(lOYR5/6)l也山と
2 I言の ~1t:合j二、締ま
りん')

つ

¥
斗
円

B 

B A 
一一一一一72.800m

2m 

330 

第204~



調査の記録第2章

BUl( 

B 

口

A 

ム

入

~73 帥口

C:iK:35U 

1 11音協色(10YR3/4)

C:iK345 

1 !.i.¥ぬ色(10Y H2/2luι入物殆どなし

2 黒色(10YR1.7/1)混入物殆どなし

三 褐色(10Y 地山土

-+ II)J玄尚色r，lOY l{G/8)tf!.色を主する砂!TI_，

ii'Y質J二、周辺に同授の i二なし

児号色(10YR2/3)

黒色(101'111.7/1)1後まりなし

黒褐色(10 (:) !雪よリ締まりなし

lIiHK}色110YR3/:3)
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1 f[)色(7.5Y ).lむiJJj:1lj二仁多く含む

:-; i¥i ::146 

1 JJ;め色 YR斗/1十1--潟色 I_(7 cl !.~ H:~~ i-.層

::;さ褐色(lOY 一決本層{立II層

。

SN342焼土遺構土坑(6)S K 343 • 345 • 349 • 350、

-331 

第205図



V 田久保下遺跡

20cm 

第206図土坑出土遺物(1)S K313 

円
/
“
円

J
円
1
U



第2章調去の記授

i

口i
J

グ

一パハハハハハハ
μ

134 

( 130-133・137・138)

υ 
(129 '134-136 i 。

333 



V 田久保下遺跡

・140・143-148)。

148j須 .f，fAo I S K 340-R P 1 
1491土佐 I S K340-R P 3 

ーむ-0
乙=:1-143

(計1
第208臨土坑出土遺物
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第209図 土坑出土遺物側、焼土遺構出土遺物(1)
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V 田久保下遺跡

守向 V そ

'¥ 

1. II 

，:， " 11 
、追， I I 

ι ハ←Z

- 尋司ー・ . . 

。関焼土遺構出土遺物

さは 8crnで、ある。明確な焼土面は形成されておらず、他所からここに投棄されたと思われる。

じって須恵器(杯)、

( 8 )粘土採掘坑

してし、る。

S iく351 l図、図版87)

調査区北部、 18C08---18C10・13. 14・19C 01 . 06グリッドで検出した。南北10.3m、

2. 3~2. 8mの長方形プランを呈し、北側から南側に向かつて次第に深くなり、確認面から

1. 65 mを測る。埋土{工、 ム出 心 下

{立が灰褐色~灰白色の粘質土であった。坑底には、 1 --1. 2111 の間隔で荷額IJに IjJ高0.4~O.7 1l1の

滑走面をもっ議をヲIl、たかのような が認められた。北側を除く 3面には、

火山灰土がのり、その下位には灰褐色-灰白色'
b 

、、 しているのが確Z忍

できたことか と判断した。

LtニG

(ヲ) ピット

とは結び付かな方為ったものの、

りの規模は、一辺あるいは怪が10~55crn で、あり、

ビ、y

トが掘り込まれている。 l ると25

cmとなる。ま らの深さは 3-~47cmで、平均15cmを計測する。 ピットの一部は、

と考えている SK351の回りを巡るよう されているようでもあるが、明らかで

はない。

ピット内から少量の土師器・ している。

-336 
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V 田久保ドj室長本

2節遺構外出土の遺物

田久保下遺跡の遺構外出土遺物は、縄文時代の土器、石器、平安時代の土師器、須恵器、近

・現代の陶磁器類があり、 d境時代の遺物は認められなL、。

1 .縄文時代の遺物(第212図)

縄文時代の遺物は、

央部では検出できなかった0

164~ 167は、

出土の凶石である。 169----171の石器.!kU片

植し、 171の両面にはアスブアルト

2. 平安時代の遺物(第213、214図)

大コンテナで 2箱出土している。

やや多く、特に農道と接する東端部で比較的多く

一
一
。

一
一
よ
る

i

J

q

t

L
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心}〆一たすしょ4つ

よ
イム八

h
リ
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172はi可じく S1320 

としており、 170は両側面に激細な調

している。

ら北側にかけて

上何らか

してし、たのかもしれなL、。

(杯、高台付杯、双耳杯、杯蓋、護、査、瓶子)、土師器(杯、斐)がある。

188の瓶子は、本遺跡群ではこれ 1個体のみの確認で、ある。 187の土師器杯体部下半には、 IXJ

令。

3.近'現代の遺物(第215、216函)

J7C22グリッド‘ I層より陶磁器が一括して出土した。

-拝-銚子・片口鉢・オロシ皿があり、血‘碗‘杯はほとんどが削り出

で、 L、ずれも国産である。他に硝子壊がある。以下、器種蓄に記述する。

染付盟 095----200)

195~200は染付Jlllで、主!司版転写による文様がJ苗かれるもので、 F
「
U

ハ
吋
U

4
2
1品0

 

7
h
v
 
あ

内面には青色の花弁状の護iムj学的文様を配するものである。 199¥主

してし、る。 200も同じ器形命文擦である。 199・200と

も口縁部には鉄銭(口紅)を施している。 196・197は外面が無文、

その{也は口綾部にかけて格子日中に菊花文を千鳥に記す。 198も同じ器形・

198とも口縁部には鉄銃を施してし、る。

稀下彩血 (201・2(2)

199 

ある。 196-~

201は銅版転写によるピンク

である。

かれ、牡丹の花はピンク色、

-緑の 3色の文様が描かれるもので、高台は「蛇ノロ凹形

3本巡り、内面には牡丹文と山水文が描

牡丹の花芯と葉、山水文の松の葉は緑色である。
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1.4' 
'{ C-~、

るが、 202 も同じ;M~T彩JllLで、

ど刀:捕か，c/l、 口

染付碗 (203. 205--207 210) 

203は外国の体部に梅(? )、

している。

2 

1-

第2章調売の記録

171 
( lSC04 

CIll 

3本巡る。体部中~上

ピンケの雲に白い月な

る。

かれるもので、 206・207は外面と内面の口

らしきものがあるが、詳細は不明である。
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V 田久保下遺跡

紬下彩碗 (204・208)

とピンクの 2色で、 204は外面に菅の松、部升的にピンク

るが、かすれているため、

( ? )ヵ~j詰治寸L てし、る。 208

ある。

色絵読 (209)

と7巴日 !えでf詰き、 J- 口
M旭 まぶき色を施して

L、る。

結下彩Jj¥士不 (211)

しー 2色て¥ J- 、ぺてL、る。 スタンブtこよ

る、 されている。

染付銚子 (212)

口 している。 ( ? )の文様が描かれている。

片口鉢

している 口該部と片口が残る。 で、片口音J)を内外国から調

寸

9
1

1

v

d

A
立

て

れ

ー寸
j

f

t

i

、

付

血

J

L

L

/

 

し

口

整

オ

オロシ口は、 9 してL、j与:~、。

ぎしている。

まで浸L3卦け

(215・216)

えつ iJiヰ y
~ ~、ノ‘。、」 22はおそらく

i J印の中に iT

と恵、われる。 21は肩カミら口、 22は底の周

く さJLている。
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第 3章小結

第 結

に
J跡

基

窒…
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平

坑
土

基つd
l
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p

勺
/

基

として古墳時代の土韓基8基、

6軒、掘立柱建物跡51烹(2 

ピット群がある。出土

田

基

向一アーしみ」心中l られている。ま

手Ij片ーなど、平安時代では須恵器

石

上部器、鉄製品、木(竹)

器、明治時代後半~大TF頃と見られる陶磁器類がある。

平安時代の遺構と、陶磁器について若干触れ、古墳時代の遺構-遺物、平安時代

の遺物については、四考察で述べることとする。

l 平安時代

していると言えよう。すなわち前3

とL、う

とする生産遺跡としての性

されてし、る竪穴住居跡、掘立柱建物跡、

中での質的な聞での栢

としていたのに対し、

きる点にある。しかも竪穴

係った工人達の仮の作業場ではなく、

ヶ;尺A

ないであろう。た

配置、

ある一定期間の生産ー居在の場であったと考えることはできょう。

る証拠の lつに「ログロ軸受けピット j も加えることができる o

S 1 319では床面に 2段掻j告の掘り込みを伴う士坑があり、県内、近県での類例から「ロクロ
l託 1) 

軸受けビット j と想定できる。県内での類例は、能代市十ニ林遺跡S195・108、横手市富ケ

S 101でもE在認さ;hている。

ーイヱ S B34(j-Aは、 S 1 314と配置、主軸方向から一連の施設とし

(米代J11流域を中心とする)と青森県内で

今まで16の遺跡から

ついて耕!¥'T汗Is竹が IJ厩であったと

この種の遺構に

る

されており、その性格を推論する

できるとすると「内厩型民家の祖形とも言えるJとし

り深い工人達の生産・居住の場と

とは異なるのかもしれなし、。ただ、田久保下向

と掘立柱建物跡が併列して

ている。田

えらhること治通ら、

日付
仁
ト
ノ ろう。
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田久保下遺跡V 

つ

したのである。時期は明治。々日{同体がー括し

も含めて、
~ 

Qζ、
十4 、，J_アム、

屯)1 ミミ
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人竜能代道路建設事業に採る:埋蔵文化府発掘調査秋IH早教育委員会「十三林遺跡J 一般国道正 1

報告書JU1989 (平成元年)

横手市教育委員会で1992:i'j三調査つ中+土日一一一日

拙立柱建物が併列して構築さhる遺構につ¥.、てJU秋田県埋蔵文化財センタ「竪穴性居高橋
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第 l章発掘調査の概要

1 
i の

i節遺跡の概観

「秋田ふるさと村」の建設予定地は、中山丘陵の中央部東端に位置してお札北側に小沢を

挟んで小丘陵、東側に沖積低地(水田)、南側に薩j既出溜池である田久保出に囲まれている。

建設予定地内には丘陵を北京に開析する 2つの自然、谷がありミこの自悲谷と沖蕎{丘地{水田)

および田久保下沼に閉まれている東南の丘陵部分は、両側から浸食されたためか狭い

を連ねている。また、 2つの自然、谷と小沢に間まれた丘陵部分も南北に 2

あり、東側が緩やかな斜面をもつが、西側は急峻で、ある。

富ヶ沢 l号1家.2号l家・ 3号塚の 3基が田久保沼を望む東南の丘陵の頂上部に、富

ケ1)'¥4号塚が 2つの自然、谷と小沢に閤まれた丘陵部の北側の頂上部に所在する。し

も頂上部から北側斜面にかけて築造されていた。塚跡の皇室土は、 2号塚と 4号塚が低く、 1号

塚と 3

アゴ、

在すると報告されてL

ることが判明したc

""， u 

2つの自主苔と!J¥ Y尺に固まれ

ヲ月 13日三};ら

:) 

よる地面の躍り上がりで去)

2 の 7
f
)
 

と同様である。発掘調査前の現況を写真と地形

土層断j~T用のベルトを設定し、 Z去E二土と臼i除注去しながら盛土lに1三こトレレJ ンンJ チをア

以 F各i塚家劫i蹄尋の謂j査言をf経過でで、ある O

より打設されていたので、 5月10富ぅif¥、 l号塚

口カ￥ら

月11日か

20CIll ったo 6 

し、土居断i商用ベノ~.ト

るように観察できたo 14日カーら土!脅r8T耐用

20日に東側のトレンチ

Lた。 盛ことはj也ili

ノlIーに沿って IIJ語40cmのトレンチを設定

ら

1Iルく(所謂ローム)と黒色土の互層による版築

ぴ〕

し掘り

1 mのトレンチを入れ地山まで掘り下げたところ、

プランか体H七 261=1から塚屑辺の掘り下げを開始した。 7月20Elに土

、23Aから土層i主)I面の実測を行った 24Aに8本のトレンチ

ハY
O
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つJ
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削
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R

J

ム

ロ

に

い

った円 10臼に士

!)穴で;ちることがわ

した。 凶行から現況地形を縮尺1 、

20cm等高の地形測量し、 18日から粗掘りを始めた。 11月1日に塚跡の約2m 

した。 2白から略南 北(長軸)方向 l本、略東 I[!;i (短軸)方向 2本の土

ーベノレト Lニ 6日 ベ JL-- トにj合って1I1高60cmのトレンチ

を設定し掘り下けごたが、

Ltこ。

富ヶ沢3号塚 5月11日と12日に立木伐採と、現況地形の縮尺1150、20cm等高の地形測量

を行った。 10月18日から南西 北東(長軸)方向 1本と北西 南東(短軸)方向 3本

面用ベルトを設定し粗掘りを始め、29口から31口まで土膳観察用トレンチを掘り下げ分腐した。

その結果、盛土は地山の黄褐色粘土質火山灰(所謂ローム)と黒色土の五層による

れてし、たことが確認できた。 11月l白から土，層断面の写真撮影と、実測を行った。 11月9日に

して調査を終了 Lた。

し られなかっアこo 14日ま と

富ヶj尺4号塚 5月8日と 9自に現況地形を縮尺1/50、 の地形測量した。 8月5

2本と北東南西(箆日に調査前の全景写真を揮影した。 8月5日に

!slh)方向:本の土層断面用ベノレトを設定し

が3枚、 吉自に4枚、 21日に2枚出土した。初日

その結果、表ことの下は、塚跡の周囲から掘り上げ盛土さ

りを間枯した。 8臼

トレンチを掘り した。

(所謂ローム)

レ層で、その下位にIR表土が自然のまま残ってし、た。 23日から

った。 9月4日 した。
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第 2章調査の記録

第 の記録

第 l節 ケ沢 l号塚 図版97~99ì

l号塚は、 11Z---12Zクリッドに位置し、南尚一カミら北東に伸びる稜線に沿っており、

が尾根のほぼ頂部に、北東側に行くにつれて抵くなる緩斜面に盛ごとによって構築されている。

襟高は約90.1m~92.7mである。

、
/
¥
 

くび;j工、

古墳の「前方後 と似る。長軸(中軸線)は北から35度西偏している。規模は、長軸のよ

端12.46m.下端16.80mで、程軸は南西側上端2.98m

80m、北東側上端3.32m'下端6.38mである。

50m、 くび、れ部上端4.26m

され

ており、その!日表土上面から塚表面までの盛土の高さは、南西側1.26m、中央くびれ部O.86m、

北東側0.73mと南西側が高く、北東側が{.!&い。

トレン

よって、ある

%以上)

きる。盛土は、①地山(粒子)を主体とした!曹三②地山粒子混入(11

"褐色土(地山粒子混入以下)とに大5JJjで、きる。

したトレンチの土層断面SP.A~SP.B に拠れば、士家本体の下には!日表土やj也山南移層を残

し、その上に〈むを中心にして②、の土を交互に盛ってし、ることがわかる。ただ、麗の厚さは

しやや技打った状態を呈している部分もあるが、 -rE.~，“版築様"を呈している G

を周囲に惑って間めながら形を整えたものと思そして、

われる。図示L

Bと

SP.C"-D、SP. E，，-F、SP.G"-Hも

でざる。

SP.A，，-

プ一心

9 i点、

も風化し、

2 l点で、

ラつLイニ小破片で¥ も小片のため、図示するに

は至らなlJ'った。

掘

引

で
五

的

なお、 l号i家の下から土坑 1d喜 (S五01)を検出したが、本土坑塚構築前に掘られて、

されたものである。 1号塚のすぐ東側でも土坑2基 (SK02・03)を検出した。 S

1)穴」と思われ、 SK02・03もその形態や位置から SKOlと同様のel

く、 l号塚と関連があると考えて本節の中で扱う。

5民o1土坑

12Zグリット、、 し、 l Ltこ。
、m
 

ハU
ハり
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第2章調査の記録

。4m、深さはO.16m ~O. 6;:)mで北側が浅く、南側が深い。断出形は鍋眠状を呈し、
には凹凸がある。

られるような明黄色・

る。

事長 o2 

11 Zグリヅドに位置し、 i号i家の東約O.2mで検出した。 埋土は 2¥3cmの表土のみで、掘

り下げずに確認できたもので、 SK03と重複し、本土坑が新しし、。平岡形は不整i有円形で、規

68m、短軸3.92m、深さはO.51m~1.07mで北東側が浅く、南西側が深い。

し、 はわずか
】-，
/.;)。

S Iくo3 

11Zグリット♂ し、 1号i家の東約0.9mで

きたもので、 S K03と

2---3 

、。平雨形は

楕円形であったものと思われ、 62m、短軸1.40m、深さはO.10111~0.16

らかである。111で、 、。

2空白 ケ沢2号塚(第221図、図!坂100、101)

ら北側斜面にかけての、 j京高92~部磁の 7 SとSSク

{人 7 09・10. 14 . 15・19. 20、8S06・07・11・12の各グ I} ッドに所在す

の頂と音I~から北斜面にかけて基底部での長さ 1 1. 50 m、幅4.8m、高さ

由

リッ F、内

る。 現況では、

0.2--0.5 m、 l~iJ S -19
0 

- の、 口
五・を面平た似

し、プランの間関には、溝状の落ち込みが巡ってし、た。現況j由形を縮尺1/50、

たところ、塚跡の約 2111 

ある遺物とは認められなかった。 J家i誌にIlli'r南一北

JI-c トを設定し、これに沿ってi幅O.6mのトレン

のj也形

したが塚

同

し掘

りドげたが、安二j- i) げて盛土され

質火山灰層札、ずれもffr謂ローム)で、そ

が自然、のまま残っていた。 j家構築のための地なら

った。路上中と盛土下の旧表土に;之、人為的な掘り込みなど

し ↓つ

られなか

た。現況

山灰

しtl:.点、

プランの周 ち斗之、

膚 ることが判明し7こO レ
ιーー

っ7こO
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第 2章調査の記録

第 3節 ヶj尺3 223図、図版102~104)

出 を望 ら北側斜面にかけての、標高92-'-90!11の 5P 曹 6Pと

5 Q . 6 Qグリッド、内、 5P 15・19・20・24. 25， 6 P 11・12. 16 . 17 . 21・22，5 Q04・05、

6Qul・02の各グ 1)ッドに所在する。 現況では、 ら北斜面に治什hて、

での長さ14.6!1 11ì 、 Ij屈8.51n 、高さ O.8~ 1. 2m 、長軸方向 S 550-Wの、

弓ンを呈する。プヲンの両側には、やや深い

も溝:伏の落ち込みが確認できた。現況t-由形を縮尺l

軸)方向 l本と北西一南東(諒軸)方向 2

ンチを掘り

層と地山

!習できた。この 4!曹は、

と浅いながら

(長

っ7ニトレ

(所謂ローム)

層に大別分

していた。盛土する

として掘り上げて、プラン周囲の

し、そ

られる。盛土中と主主こと下の

物は、盛土中・周回の掘り

レ

できなかった。

し

り込みなど

らも出土しなかった。

季節
4
凡
な

け
何
ハ
ー

、、』
g
d毛
色

ヨケ 国政105、106)

4号一塚は、 2つの自渋谷と小沢に罰まれ にの、

~83. n1 の21K と 221三タi)ッド内の東寄り、 21t~03--問、 21K08--10、 211三 13-- 目、 211三位、 22

K係、 22Kllの各グ 1) ・ト、に所在する。現況では、丘渡部の頂上部から北西斜面にかけ、て

さ 11 膚 111 、 Ij1Iiî 6.3m 、高さ O.2~O.5m 、長軸方向 S 36
0 

E の、くび音I~のない

にjJ;J.tニヂ由プランを呈し、頭上部を除いてプランの周囲には、

っていた。現況地形を縮尺1/50、20cm等高で地形測量したあと、南東一北西(長斡)方向 2本

?〆一 し りをしたところ、現表土

下は塚プランの周問から掘り

7レンチを掘り下げ分!脅した結果、去二との

(所謂ローム)窟で、その下

自然のまま残ってお{人

また、盛土にも版築した状況は認められなかった。

ってL、なかった。

と盛土下の!日表土には、人為的な掘

り込みな できなかった。現況プランの問問

(所謂ローム)層

していた溝状の落ち込みは、

した跡で、あることが判明し

[，
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Vl ヶ沢!号 4号!宗

3主主 小

秋田ふるさと さ，/L、 r 
3 されていた。

の本調査でろ

に基づL、て、の立地

いと判断され、 l号i示号塚の 4去を した。その結果

し
i

ユs
広Mmボ

2

一刀 ペョて若干の考

o
 

zu 
λ
 

し

寸
叫
べ

口付一‘コ
，
司
リ

μ
山
山

川
出
品
出

h
l
口、ヰエ る。号j家を|在~ ;た抱の均は、 5m -~90m尾 1長

の国音gから斜前iにかけ

商形は

されてし、るが、長n辿の方向はふ定していなL、。 主L、ず'，)lも平

。
『

Q l号i家の場合、探本体の地山と漸移層を

現し、周囲

3・4号塚も

i家からの

の小片、 4

地IU潮!:f多層・地山を商11，)、それらの土を交互に

こそあれ、 l号塚と似ている。

としては、 l号塚の盛土や地山から

に盛っており、

小破片と

ら古銭 が11枚出土しているが、 L、ずれからも

かっ7こ。

または単に、墓のことJ

として、

く盛つ

おける経i家や十三塚、

(しく盛ってきずし、

るし)などにしたものjであるが、

寸
乍3 ー里塚など され、 L、ずれも“土まんじゅう"の形態を持つもの

。

一川一十小
斗市
H
d

pル
H
F

レ
一
博
中

kJC 
る
、
か

ふ

る

出十八、
仁

rTU
塚跡は丈字赤坂、田久保

さわ一てお

り、現代までこの として利用されていた。

L
J
lれ

してし、fこようで、

し、 1
1
}
 

議
川
市

ijイ
J
J
V」

J
4
J
 

J

ギ

ホ

ム

f

l
y
-
-

ヶ

1
t
w

伊

-

↓

ペ

レ

ド

i

よ

ら
に

さ

1
1ノ

O

年
引
た

羽
託
し

円

h
U
1
1
 

C 7ë禄年間 1688~1703年)

と記されており、その{後麦、

0730 守年-編) に

つ7たこO

本塚跡は前記のようにし、ずれも

あるカ¥

もしベ

し、 を忠、わせるもので

とは異なり、本調査の結果カミら考古学的にも

った。歴史的には、

し現在は塚開辺

るが、 4号塚から

な
F
Y

一

る。ま が11枚出土して L、る。

'102 



第:~~章小結

以["，のように、 j塚示の1↑、4判4

して、今のところ江戸時代に構築された「地境Jム、 もしくは{信吾仰のためのj塚涙でで、ある

いとし、うふうに考えておきたい。今後の類例の増加により遺構の性格が明らかになるで

あろう。

註 1 新村出編『広辞苑J第 2版補訂版岩波書目 1980 (昭和55年)

2 竹内理三編『角)11日本地名大辞典J角川書!古 1980 (昭和55年)

註 3 秋田叢書刊行会編 H火田叢書第 2巻』代表 深沢多市 1929 (昭和 4年)
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第 l章 自然科学的分析謂査

第 l章 自然科学的分析調査

第 l節火山灰分析盆

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

ケ{八.t'i黒閥、・品ヶ沢B窯跡ー富ヶ沢C窯跡-田久保下遺跡の発掘調査により、

内から年代の示標になると患われる降下火山灰と炭化材が検出された。

本分析では、これらの試料を対象に火山灰の同定と材同定を行ったo

1 

〈、富ヶ

s J 04から

る須恵器窯跡、 sJ 01窯から

より火山灰試料番号3 (1 

1 ~14 04点)の炭化

を採取されてし、る。同時期とされる土坑S

られている SK24 K07では火山灰試料番号 2 (1点八時代不明

土坑からは試料番号15~20 (6点)の逆茂木が採取されている。

したがって、ここでは火山灰分析2点、材同定20点を分析試料とした。

ヶ沢

平安時代に属する須患器窯跡、 SJ 101窯.S J ら採取された火山灰試料番号 1・4

( 2 }長)と

S J 

S J 102では火

A
斗

4

0

{
¥
し
〆
)

7

Q

ー

な
ん」Aq
 

とされる炭化材 ~23 ・ 24) 、

る。

ケ

る土坑SK202治ミ された火山灰試料番号 5 け である。

〈田久保下遺跡〉

S J 303窯.S J 321窯・ SJ 

された火山灰試料3点、材試料 I点が対象試料となる。

7 
f S K324から

S J 303窯は火山灰試料番号6、S] 

] 326窯出土炭化材は試料番号25である。

以上、火山灰試料8点(試料番号 1~ 8)、

分析試料となる。

7、S 8で、 S

1 ~25) が本分析の

-417 



班考察

豆.火山灰分析

上分析の毘的

ヶ沢A、富ヶ沢B、富ヶ j尺Cの各窯i跡および田久保下遺跡で、は、平安時代のものと考えら

れている須窓器の窯跡や同時期の土坑を埋種する土壌中にテフラ(火山砕屑物のこと、この細

ものが、いわゆる火山灰と呼ばれている)と推定される堆積物が認められた。

この堆積物を分析構成する砕属物を調べることにより、それがテブラであるかどうかの確認と

テブラで、あれば、 らわている示標テフラと '1_ 
U 

2‘ 

資料は、富ヶ沢A、富ヶ沢B、富ヶ沢C

と考えられる褐色の細砂計8点である。

よび田 ら採取された火山灰

試料名を表 lに示す。

32分析方;去

試料約10gに水を加え、小型超音波洗浄装 表 i 火山灰向定試料表

より分散、上澄みを流し去る。この操作 i試料番号|係取遺跡名| 遺講名 | 試料名 i 
を繰り返すことにより泥分を除去する。得ら I 1 I富ヶ沢B窯跡IS J 101窯 I B S] 101 

れた砂分をまず実体顕微鏡下で観察し、テフ I 2 富ケ沢A窯跡IS J 04窯 I A-S J 04 

ラスの産状を調べ、 テフラであるかど

3 富ケ沢A窯跡IS K07土坑 1/，，，--S K07 

4 富今沢B窯i引SJ 102窯 I B S J 102 

5 富ケ沢C窯跡Is五202土坑lC SK202 

ーァ
/ である スコ 1)プ、火山ガ、

う 'i _ 
ノ U

次に、そ ~ら より

ノ泡y

ロモユエ二タン{比z重主2乙.96引)により

を求める。

それ以外の風化粒などは、「その飽Jとした。また、火山ガラス

形態をパフソレ型、

出を持った薄い平板状、

とし、

入j工、その

しずこま鬼

状、 く伸びた発泡の ょう る。
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第 l章 自然科学的分析調青

4. 

各試料ご

を表2にその夕、イアグヲムは図 l

る。なお、

と

スコリア、火山ガラスは全く認められない。

ル) られる不透明

られる

実体鏡ド

とんどを レ
乙ー

されたように多量の石英と中量の長石からなる。

つ

と多量の火山ガラス

を呈し、スポンジ状によく発泡している。

られた。 lmm、白色

ム

「その他」を除けーば長石が多く、

パブル型、中間型、

j/弓スt

多い。

)くi上!ガラスl士、

口ヴ番寸千・
必
3
q
一試

c
 

、ィ
L
'
，JZ
ハー
ふ
りめUむ-z-肪，刀ストカ

J
ものつ中

のと る

る。軽鉱物組成は、「その他jを除けば火山力、ラ

火山ガラスは、軽石型が多く、ー... ，:-，.fァ
Jへ刀 4タヘ、

フ

e試料番号4

られる。

と多;量の火山ゾfラスが認められた。軽石v土、

ほどであるほかは、試料番号 1を除いた jて記の 2試料とi司様である。

も試料番号 1 を I~主 L 、た上記の 2 試料とほぼ同様であるが、それらに比べて

し、。駐鉱物組成は、 i七の抱Jを除けば長石が多く、能

「

;)mm 

V'-- 火IJJガラスは、 ノ、ブノL

。

F 

3 

} 
y ，_ 火IJJガラスが認められた。 4とi可

様である。

る。軽鉱物組成は、「その他Jを除けば長石が多く、他

火山ガラスは、軽石型、中間型、織維事担j パブルル一ヌ一ブ

も

カ
r、の

且
田
川中
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型、の 11買に多い。

6 

ふ
にー 山ガラスが認められた。 4のも

る

は

あ

成
で

組

様

物
同

鉱

と

重
の

る。軽鉱物組成は、「その他Jを除けば火山ガラ

一人 く、能に中量の長七と 火山ガラスは、軽石型が多く、

フ守ノレ型、 られる。

と多量の火山カ、ラスが認められた。 4のも

のと る。

る。軽鉱物組成は、 fその他」を除けば火山ガラ

フ¥ 火山ガラスは、 く三 f自に少

最のパブ られる。

8 

レ ガラスが認められた。 4 cつも

る

は

あ

成
で

組

様

物
同

鉱

と

震

と

の

ス
る。軽鉱物組成は、「その他jを除けば火山ガラ

まれ、 火山ガラスは、 に、{也に

られる。

フラとの対比

lは、軽石、スコリア、火I-Uガラスのしイ'"";hも認められないこと、磁鉄鉱と

E 
J 

戸と yう込ら、 テフラ ないと考えられる。おそらく、風化

に対する れる磁鉄と していることから、 j可jl 自

マ
hv られる。 さ;f--Lt，二地点およびその周辺におけ

る ス一
U る。その

2~8 は、

iJ;~ スポンジ :1犬によく

ムし)

られる

とする火山ガラスの形態組

おいて

2~8 は、

こと才すよ

共通する。これ

町田ほか(1981)のいうト和田 aテフラ (T0 -a) に対比される。 TO aは、十和田カル

デラを給源とし、 A. D. 915年と られている。 1984) 
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文書f

IHJ出f(=.新井:房夫・森脇!よ (1981) 日本海をiJ立ってきた二子ノラ.化学、 51、p.562-5690

町田洋・新井ニ房宍・小旧静夫回 遠藤邦彦-杉!京重夫 (1984)テフラと日本考古学 考古学研究と関係す

るテブラのカタログー，渡辺直経編|古文化財に関する持存化学と人文・自然化学ム p.865-9280

ID. 

上方法

試料は徒手により木i二ia1正日雪腹目の切!十

より した。

L、GumuChroralにて封入しフ。レパラ

させた後、木口 柾目・板目の 3断

LtこO

2 

試料ーは以下の 3 さ:htニG 上図版 3) 

のようなものである。 なお、

(1979.~ 1982) も参考にした。

どにつし、てf1

@コナラ属コナラ 一フサノコ (Quercussubgen. Prinussp. ) 

ブナ科

じのち漸減しながら火炎状に配列する。

/ 

との!苛では十現状~網目状とな

2 iU、

く、横断面では円Jf;;，:~ 楕 11J形、

形、とも

ゐ G 単列、 1
L ，~<.i~ -;f 

よ')í~こ /~o ひょ't山、一一、
E
T
A
-国

節は、コナラ亜属 ヲ主自)の中で三 ( ~イっしJコるドング 1) )が 1年目

るグループで、モンゴリナラ(Quercusmongolica) とその変種ミズナラ (Q.mongolicavar. 

コナラ(金.serrataJ、ナヲガシワ(合.aiiena)、カシワ(仁lentata) とL、くつ

かの芳・品種を合計円モンゴリナラは北海道・本州(丹波地方以北)に、 ミズナラ・カシワは

・本チ1'1.四国，九丹、l'亡、ナラガシ IJ(主本州、1(岩手-秋田県以南) ・四国・九州

る。コナラは樹高20mになる高木で、古くから薪炭材として利用され、植栽されることも多か

った。材は重硬で、加工は閤難、器具・機械.t尊材などの用途が知られ、薪炭材としてはクヌギ

(Q. acutissima)に次 る。 としたり、虫えし とすることもある。
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a ク 1) ( Cast311eaCren泣及) プナ科

で孔薗部は 1~4 グIj、 じのち津lii戒しながら火炎状に配列する。

よび 2--:3 

f、

に1、 、。

(伎身、J)方向に複

し、壁孔は交

単列、 l

グ 1) -本チ1'1.四国・九州の山野に自生し、ま るあで

あるが、 i耐朽性が高L、。土木・建築・器具

どの沼i全が安日られている c 樹皮からはタンニンがJ柔られ、

食用となる。 もらの/:1-¥土「刊の多L ある。

トネリコ属の千重 モクセイ科

じのち漸減する。 く、

i認では円形 合三複合部はさら 中~

--¥ ;ぶ心。 し、

向性(-~ 

ものが多い。

との間 川日

異性震 1"-3 (5)細胞Ip高、 1ェ 40細胞高であるが、

よびターミナノレ:1犬、

トネリコ属には、シオジ (Fraxinusplaty下oda)、 トネリコ (F.japonica)、アオダ、そ lF

、1-.

iζ 
r、
富

u 自生する。このうちヤマトアオダモ (F. マルハアオタ

モ (F.siebolせiana).アオ '本チ1'1.印画-九州に、ヤチダモ (F.111 andshuricavar. 

守本州、1(中部地方以北j v亡、 トネリつは本州、1(中部地方ttltJに、シオジ

tj;;手;チH る。いずれも
寸

心 G

よって異なるが、 よ

、e 句、
与与呂…一

どの用途が知ら Jれる。

3園田定結果について

された材はコナラ節がほとんどで、他にケリ、 トリネコ属であったれ

コナラは古くから薪炭j寸として利用され、クヌギに次

困難、器具・ どの用途が知られている。グリ

る。材は重硬で、加ょ;は

きし加工

はやや函難であるが耐朽性があり、 る。

-E話ヶ S 

を示し、コナラ 占めたo S 

内
ノ
μ

内
ノ

ω

A
A
1
 



目然科学的分析結果第 1京

舎軽拡物組成

設のI:1労組成 むL 1勾 ~fi )í5~ 

iえ H 』泣 不 で 同 j¥ 
里石主
調 守口 fちて5 そ 同

*3↓ 1J 科 透 の ム日ξ吋 -r n司 推 :5心v炉J、L 町匂γ- の 定

才ヰ、手土目 輝 'tG基 明 i也 BJi: )1ノ ~ 型 京 i出 鉱
ー~一コτー でロ「ー 4民ロ，- ~Ir. 4句 ~ 火 火

型火
物

物 1立 Jた 山 山 担

百土 LU ブj プj 山-jj 数

ガ 一/ つ
フ ス

スI~ I ノ「ヘ

18 51 202 25 250 179 51 91 250 

勺ιー 121 54 57 つ250 1 J 10 20 5 今~ ，】〉 71 111 250 

3 108 50 67 25 250 円/ 8 53 12 16 54 100 250 

4 137 51 42 20 250 内f 12 30 72 106 250 

5 136 49 34 31 250 5 16 36 i 41 8 80 91 250 

5 132 53 37 23 250 11 5 57 22 94 250 

内/ 124 67 33 21 250 17 112 20 9 つb つu 63 250 

8 131 51 .12 26 250 8 12 35 13 16 56 110 
250 

および出久 a保下遺跡採取火山灰間富ヶi尺A.毘φC表2

100% 

~::L之三弘之己乙会主三

防務夜拐拐

医~~_;;ZØ7ß/l//íí径民主訟法主主連盟関醒離主濁

Z~;;:-m盆位以;必予約5百万~丘主主誌記さ豆盟n欝謹藍窓翠璽

v詫訟争訟~m%諸学ιaおお;;;-~'\，~ili霊童謡聾需罷露詔

戸話伝説;:;%~_m~ø//拐初努夜夜続沈没W~m盟理n:立窓歪盈

園料方向石

50 G 主主rt~討結成

二fJ歪i羽拡物18.科目iU.石

その他

100% 
. 

円
什

V
亡「
U

。

!トにこ二二二二ヨ.n量出三重霊童重喜怒翠翠翠翠盗塁翠翠霊認頚

↓と三桂三芸芸i珪陸皇室語謹吾妻言語盛翠翠盗塁翠蜜語翠頚

ト← ?芸tlll}主主言言語三塁謡翠密室翠誘惑至宝弱

iii詰喜
翠翠

UrI鉱物:m成

[1:1!J]J Ilc'l)<山ガラス口バフソレ出火山ガラス

国続出1火山ガラス ~J\Q ~IUR型火山ガラス

長石石w

その他

富ヶ沢A.巴.c黛跡および田久保下連跡採取火山灰同定試料霊@軽鉱物組成ダイアグラム
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¥l1I 考察

えられ、 これ

ればならなL、。まf二、討の用途と

伊
ノIて

同時五日の

と，<t りjfj長れてし、る ω V_) 

れてL、犬二カ、ど行カサヱそのfnJ をJ巴j屋Lなけ

昨:も る必要があろう。

しいので、 f也に遺跡と できなL、。 土周辺及び

していきたい。

表 3 富ヶR. 霞窯跡、田久保下遺跡出土材の樹種

2 富'ケiJてA窯跡 S J 01窯 A S J 01-No.02架構材 ケ I}

3 吉ケ沢A窯劫: S J 01窯 S J 01-No.03架構村 属ブラiJIT属コ ヲ節の f重

4 ケ{尺跡 S J 0] -S J 01 No.04架構rl1 コート コ十亜!話 ラ節の種

。 ケ沢A窯助; S J U1窯 A -S J U1-NO.O:=i架構材 コナラ属コナ 亜属コづ弓節の一種

6 ぅJ尺宅跡 S 101:$ 主 S J 01 -No.06:1~構村一 つづヲ属コてl ヲ到底コナラ節の一種

/ 富ケ沢A烹跡 S J 01窯 S J 01一No.07宋構材 コナラ属 ナヲra居コナヲ節の一種

S 富ケ沢A窯跡 s J 01 j:"，-- J 01 Nu.08架携材 コブヲ底コナラ1直属コナラ節のイ重

9 害ヶ沢A窯跡 S J 01窯 iミ S J 01-No.09架構;付 コブラ属コナ 亜属コブラ良ii'iの A種

10 I富ヶ沢A窯跡 5 3 01窯 A S J 01 -No.l1架嬉材 ナラ属コブヲ軍属コナヲ節の一種

11 I富ヶ沢A窯助、 S ] 01窯 A -S J 01 -No.12架構材 コナ 属コナラ.illi属コブラ白(r~のー種

'山予三寺万笠三H日J込IJ、 S T 01空 "，"A -S J 01 No.13架構材 コナヲ属コナラ必寵 zナラ節の司理

13 宮ケ沢A窯跡 S J Ol~手: A S J 01-No.l5架講材 「 ラ属 ナヲヨE思コナラ節の種

14 ケ沢A~跡 S J 01窯 A -S J 01 -No.l8架構村 コナ 属コナラ亜!品コナラ節の一静;

15 ケ沢、A窯跡 S K24土Jj[ A SK24. RC1Jl立t乞仁 コナサ属 ナラ亜属コナ 節のー種

16 富ヶj尺A窯跡 S I{24土坑 A-SK24. RC2逆茂本 トリ不コ属の一種

富ケ沢A窯i跡、 5 1三24士坑 A K24. 1ミc逆茂木 コ l去 ラ益五原J ブ 主ijの品種

18 富ケ沢A窯跡 S E三2，1土坑 ..t!J.:;，. S五24. 1ミζ4逆茂木 コナ属コ 弓.illi:属コ ヲ節の…一種

19 沢A窯跡 S K24土坑 A S K24 . R C5.ii立茂木 二Z ラ属コナラ亜属 ナヲJ1r'iの A撞

20 沢A窯劫;I S K241ー坑 iA S K24 . R C6逆茂木 コナ 属コゾヲ亜属 づヲ長i'jの一種

21 主主'ケ沢ち霊跡 IS J 101窯 B S J 101 右上14架構材 lコブ 属 ナラ亜属コ J 節の一種
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第 1章 自然科学的分析調査

表4 富ケ沢A.B窯跡、問久保下遺跡出土材の遺構別の樹種構成

遺跡名 ケ沢A 富ヶ沢B 田久保下
合計

樹種名 /遺構 窪 土坑 霊 窒

コナラ亜属コナラ節の一種 13 5 3 21 

クリ 3 

トネリコ属の一種

よ口与 計 14 6 4 25 

引用文献

平井信二(l979~1982)木の事典.第l巻~第17巻、かなえ書房。

材図版説明

写真番号 樹木名 試料番号 断面 f~ロ'z:司τ空品き

図版 3 

1a コナラ属コナラ亜属コナラ節の一種 7 木口 x 70 

1b コナラ属コナラ亜属コナラ節の一種 7 柾目 x 105 

1 c コナラ属コナラ亜属コナラ節の一種 7 板目 x 105 

2a クリ 25 木口 x 35 

2b クリ 25 柾目 x 105 

2c クリ 25 板目 x 70 

3a トネリコ属の一種 16 木口 x 40 

3b トネリコ属の一種 16 柾目 x 100 

3c トネリコ属の一種 16 板目 x 100 
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ま式料番号7 震鉱物
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試料苦手号 l

L7-b品"句
ょこ竺」 ・P喝"‘ 凶

試料番号7 軽鉱物

試料番号3 終鉱物

Q : :ri英

Feld:長石

Pa :桜石型火山ガラス

Fb:繊維耳iJU火山ガラス

-427 -
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2 の

の ブ

hv
の

(株)ズコーシャ

中野益男

している ゴゴよ

1方 がある。これら

ても分解してゆく。これま

下水位の高し

している

つ

地

よ

、

γ

」

令

s
h

ど

用

の

な

作

る

分

的
水

物
バ午

ム
ハ
ベ
る

庄

よ
してゆくだけで、なし士の

貝塚などごく限られた場所にすぎないと

してL、たこと、

トウモロコシ種子、約 ーゼルナ川、ソ

られてきた。

ら出土した約2

L されていることがわかった。このよう ムツ

という長い年月 しなし ることが判明した。

、成合を指している白路震はさら

さ;hる。こ.hら

サこよ

守つ 3dよ ク

ラス(種)

B
Y
一
型一川μ

r
!
?小
1

H
剖
じ

人

pnμ
3

たび延B
r
¥
 

3

すつ
ま
i
事

者 多く とし、うように、 ごとに[~

っている。ステローんについても、動物性のものはコレステロール、植物性の

ものはシトステロール、 ヱルゴスチロー/しというよう ず
れ

V

従って、 よびそれらを落成している

ることが可を比較することによって、 lヨに見える

能である。

このような マ
hv

を月弘、て田 ら出土

とし、うのこの

しようとしすこO

田 と推定されている。 らげ1土した 8 う
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門

f
t

-一一ノ

〉
F

…
<;) 

。
たし を図1-1~ 

3 ------No. 5は土横SK307内の最下層か

の F部、試料NO.8およびNo.9は土

8、久JO.9とは異なる麿{立で

から少し上部、試料

よびNO.16は土損SK312内の各々

ら少し上部、試料No.6およびNo.7

S 

はあるが同じ深さ 、試料[呼0.11およ

No.13及びNo.l4は土墳SK3111斗

と中層部から採取した。尚、 の採取試料中には対照試料となる ら採取した

L‘。

2~ 出

g vこ3f音量のクロロホルム メタノーノ~ (2: 1)混液を加え、

中で30分間処理 しずこ。 クロロホノレム メタノー

出した。得ら

再び30分間超音波処理をする。こ

]克塩化バリウム

り返して残存脂肪を抽

4分の l容量加え、グロロホ

ム層と水層に分配し、下層のクロロホノI[_.ム しずこO

0011 ~O. 0088%、平均0.0048%であった。この

n j〆

と比べると、 iまぼj可j程度であった。

，q
 

一
/一フ

』ペノロ した結果、 されて

しミた。 も多く、大しーでグリセローんと しずニトリアシルグ

リセロール(トリグリセリ F)、ステロール L ステノレ、ステロールのJI慎に多く、

も存在してLイ;ニ。

3. 

5%メタノ /l-.j主主主酸をJJilえ、 125亡 2 し、メタノ

ノレ竹雌によって生成した脂肪酸メチルエステノLをクロロホルムで分離し、へキサン エチル

ーテ/し 酢酸 (80: 30 :じまたはヘキサンーニL ーテ !l. (85: 15)を とするケイ

クロマトグラブィー ガスクロマトグラフィーで分析ーした。

図2-1~2-2に示す。 ら13種類の脂肪酸を検出した。この

うちノミノレミチン間変 (C16:刷、パルミトレイン酸 (C16:1)、ステプリン酸 (C18: 0)、オレ
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fン荷主 (C18:1 i、1) ノール (C18: 21、 キジン酪 (C20: {打、エ fコサモノエ (C20 

II、ベヘ〉自主 (C22 0)、エルシ L階 rC22 1)、リグ/寸て 1) :r密室前、ネペポン開会 (C24

1 )の11種額の脂肪散をガスケ lコマトグ弓ブ f…一質量分析によ 1)11司定Liニ。

、て毘ると、試料品 1 およびt~o. は f自の試料t~o. 3 ~-~ No.16とは少

ターンを示した。すなわち試料No.lおよびNo.2では、炭素数日までの中し異なる

級脂肪酸はノミ J~ ミチン酸、ノミノL ミトレイン酸、オレイン酸の順に多く、

も，%'前後の少ない分布量で植物腐植土の多い脂肪酸組成パターンを示した。

3 ~， No.16の中では試料治 9 、 No.10および出 15を|桧きいずれも同ーの脂肪酸組成パターンを示し

た。これらの試料I~I二i で主要な脂肪酸はオレイン酸で約分布してし、た。次t 、で年 L 、のが

!L.ミモF イ
i

、
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ト

冬
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、工-1J 
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レー
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v
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払
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J / 

あった。

トレイ

9およびNO.lりではノミノLミチン

らに次L、だ。

ノミノレミ

ノミノレ i トレイ パノレミチ

11国に多かったが、ほぼ試料No.3 ~'No.l (jのパタ ンにj)it、ものであった。オレイ

、
-

T

J

h

f

e

 

J
L
J
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し

レ

レ

」

オ

1
J
 

ぴも
一
的

'ILv
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e

イナ

えられるが、試料No.3 ~'No.16 のノミノL

多L

測される口一方、高等動物、特に臓器、脳、

上)， I二のアラキ

:も:1からNO.16でji12~]

そのものを

以上のことか

胎盤に特徴的にみ、られる

ら3つの合計で試料

している。

由山間

内/一】

-
1
1

n一
比

一

阿

川
町
ヤ

れ

肪

、

〉

己

同

;

i

 

~

a

ご
A

Y

1

4

2

r
ド、3ノ

バ
V

してお i

3 汗0.16には '7 
Q してい犬ニ されてし、

4. のステロール組!友

ローんなヘキサン

グロマトグラフ f一

二乙一一一r}レ l80 : 30: )を F --a-~) 

ケイ ピリジンー無水酢関空(1:1)

反応させてア勺テート しってjウゐ仁コカスクローマトグラブィドイこより

主なステ Iコ…/し組目立を!ヨ:}1 に示す。 ら11-_初種額のステロール
o
 

，γ
/
 

守

11}

このうちコレ〆ステロール、ユルコステ iコール、カンベステロール、スチグマステロー JI-、シト

ステローノLなど 7種類のステローノレをガスグロマトグラブィ一一 した。

でのステロール組成をみると、動物由来のコレステローノしは試料No.4で約13%、No

8で約12%分布していたが、他のすべての試料中で約 2 8%という低い割合で分布してL、た。
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試料Nu.6ではコレスチロー iI-は検出されなかった。 中にはコレステ

ローんは 4-~ 8 _g'i)'含まれているの のシトステロールはすべての試料中に約lO~24c% 号、

してし、7こO この

植物中でもグリ、ケルミのよう

るものとしては低いものである。!可じ

カンベステロ されないか、 し

ていても約 2~..4J6 と少なく、スチグマステローノしの約 3~ 合

の 多かった。

るコレステロールとシトステロールの分布比の指標値は土墳
(12) 

で仏8以上、土器・石器・
(J:) . 14) 

8~23. 5をとる。

らわかるよ

1 ~， o-4であり、

のコレステロールとシトステ

ロールの 8以上を示したのは試料No.4

マヰの

か

古

川

と

っ
“
こ

の

の
8

上

も

以

一

-L」 忠一

4およびNo.8 しfこ る。 L.u'し、

で動物遺体の存在を示唆する明確な反応は出なかった。

「
J 

パターン化し、重田培分析により この

してクラスター て

原j! しfこ。

治斗らjつ/うゐるように、

国4:Vこ示す。国

でえ群を形成したc 地の試料詩。 3

'0) 

した。これらのことか lおよび

No.2 

とヵ:まっかる。

1.-- してL、るこ

lおよびNo.2で形成するA詳はB群と 25以内のかなり近い

あり、これらは互いに類似していることがわかる c またすべて

した土撲墓と判定した原ili:I雷跡、寺ト持活i訴の試:料止は相i誓i'ri'子ij距離で仏4以ト離れてL、

た。このことから、

てし、る。

ヒト し、こと し

も冨 よる

残存脂肪の脂肪酸組成か るために、 (炭素数日のノミノレミチン酸から

と高級脂肪酸(炭素数20のアラキジステアリ リノー

ン酪以上)との比を と との比を h
リレ「一
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めた。この比例配分により第 l

る臨!応、第 l象限から第2象限の原点か

日記、

ヒト胎韓、第2象限の

る。第 2象限

3 方ゐ

から第4象限に移る

の原点付近に植物と

る。

[ぜ0.2がA

国らにr予す。図からわかるように、

S K306には、

iおよび

してし、たことが示唆される。 fillの試料はすべて第 2象限から第 3象限にかけて、主として第 3

る範間にある。土壊S

りから判定して、 してし、る られる。

従って、土壌S五307、SK308、SK309、SK310、SK311およびSK312についても暗法ヒ

7 
し

- L しも'- ( している。

7. 

ら出土 るために、

植物腐植の脂肪酸の他に、動物の枠脂肪、骨油の混合した

ターンを示した。しかし、ヒト

かったc ステロ こコ

レステロール したが、他の試料にはコレステロールが少なく、 を

示すシトステローんが多かった。 ロ一ア し しなかったのは、

イこめと考えられる。こうし1ニ現象はヒト

_' .; 
~ _) ¥ り、{也の

したものが混合

ることヵヨフカhっ7ニO ま7二、 これら}PJくて ? y 

とも類似していることがわかった。

『、門

ら ζ 三 i

し、。しカゐし、 される1000g 

よりはかなり
ノ
ピ、、 えり

出来なかった。また、ヒト

もある。

している と しなかった可能性

したであろう。、分析例を増やせばより
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第 1章 向然科学的分析調査

表 i 試料の残存脂肪抽出量

試:件No 出 試料番号 議重量(g) 全脂質(rngj

む-S K306・No.1 93.5 4. ] 0.0044 

2 D -S K 306 . No. 2 158.5 6.2 0.0039 

3 D S K307 . No.l 82.4 4.5 0.0055 

4 D -S K 307 . No. 2 92.7 3.4 0.0037 

5 D-S K307・No.1 118.5 3.9 0.0033 

6 D-S K308・トJo.2 56. 1 6.3 0.0011 

D S K308 . No.3 76.4 6.7 0.0088 

8 D S K309 . NO.l 87.5 7.6 0.0087 

9 D S K309 . NO.2 104.0 4.6 0.0044 

10 D -S K309 . NO.3 71. 1 4.7 0.0066 

11 D-S K310・No.1 174.9 5.0 0.002号

12 D-S K310・NO.2 203.4 0.0035 

13 D-S K311 :可o.1 182.5 5.1 0.0030 

14 D S K311 .す0.2 157.3 0.0046 

15 D S K312 . No.l 176.7 13.1 0.0074 

16 む SJく:112. No.2 173.3 ヲ.6 0.0055 

表 2 試料に分布するコレステローんとシトスチローんの割合

シトステロー 'l. %) 
コレステロ ノ~

恥-マ:1 L.-♂ー/了、 ロール(先!
シトステロール

6.23 24. 10 立26

2 4.74 19.79 0.24 

3 4.10 10.61 0.39 

13.48 13.67 0.99 

5 8.49 21. 58 0.39 

6 3.44 13. 16 0.26 

2.97 20.48 仏 15

8 12.42 14.30 ι87 

9 3冊95 11. 01 0.36 

10 1.54 15.57 0.10 

11 5.28 18.86 0.28 

12 3.72 14. 14 0.26 

13 4.43 13.80 仏32

14 1. 93 11.52 0.17 

15 7.17 19.45 0.37 

16 9.72 0.00 
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第 l章 自然科学的分析調査

3節 鉄製品の金属学的調査

田久保下遺跡の古墳時代 る鉄製品の金属学的調査

大津正己

概要

田 fo 
(
 

に属する 5 ら出土した 9点の鉄製

して次の事が明らかになった。

( 1 ) 9点の鉄製品(柄付刀子、万子、鉄塊状、鉄製品:薄板状鉄板捲込み製品、 リング状

は、すべて鍛造品だった。非金属介在物(鉄の製練-鍛造過程で金属鉄と分離しき

れなかったスラグや耐火物の混じり物)は、 き込まれたヴスタイト(研治stite:Feu) 

心。

( 2 ) 鉄素材は、

( 3 ) 又、鉄素材は、

ーライトと る。

てし、ないの きなし、が、素地鉄中

の硫黄 CS)分の検出から磁鉄鉱の可能性をもつものである。

( 4 )、鉄製品の熱主主理技術は、薄板状鉄板捲き込み品 (T玄豆-1 )をみると高度なもので、

と肉類の畿内からの撮入品の可能性が指摘できる。

トいきさつ

る。古墳時代(6 

中5基から当時としては数少ない鉄製品が出土した。

甘されるところとなっ犬二O

基境土の
¥

}

/

基

群
8

跡

る
室
…

れ

色
さ

陶

定

(

レーい
L
S
F
 

秋

面から

ンターで、』工、こオ1 ら鉄の技術的制面-交易

Q 

G世紀代のもので、秋

ンプリングする様心掛けた。

った。

あり、 るだけ

損なわなし

っ

2 -1 .供試材

Table‘ l 。9 うち、 TKH 4のみが鉄塊状で他は鉄製品である。
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国考察

Table. i共試材の履歴と調査項目

担IJ 査 項 日

i符号 出土遺構

重量 l lビソカ ス試 手ヰ
遺物番号 長さ X Ip~ X厚

顕散鏡組織断面硬度 ICMA調査 1(cmJ ( ) I 

つ3 IJ 

03 

4 I鉄〈鬼才 1 :三五308 Nバ112 5 !! 24. 7(r¥O I 

5 I鉄片 S K308 No.4 I f壬5 2.4256 I u 

6 I刀子?(柄付) S K309 No.1 120 x 1 x O. 5 1.6386 I 。

I¥ 

2 -2.調査項自

( 1 ) 

( 2 ) 

各鉄片は、赤錆化の少ない個所を選んでベ一リライト

#240、特320、特600、:体1，000と11顎を追って し、

エメリー研磨紙の特150、

夕、、イヤモンド、の 3μと

1 1:-

( 3 )ビッカース

目的としてビッカース

した試料に136
0

(Vickεrs百ardnessTest)の測定を行った。

もったダ、イヤモンドを押し込み、その時に生

みの面積をもって、その荷重を除した商を硬度値としている。

( 4) C M A m puter Aided X -ray Micro 調査

(顕微鏡試料併用) し、 る

との対比から元

E Pl¥在A

分光後にとらえ

ることヵ:で、きるコンピューター ある。 I日

Probe J
b
 

と イクロアナライザーとも呼んでいる。
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っ
し?

し

A
E
n
V
 

A

U

-

-

2v

一

日
開
抗
日
一
九

円

さ

け

れT
 

一

-

3

(

〈は)

にJフ/.;;:;0 

の瓢 iー!ともし、うべき小さい括れ口の切断面v タ μ

る。この断i面を検鏡の試料とした。

し、

Photo. 4に示す。

ーヂ
F 一、

rみ}o

Photo ] 不す。 三寸 4くて ゲーサイト

-_) ¥，、 vし fニG

C 

Photo~ 5のSEM  (2 

た。定性分析結巣を 1， 2に示すG

(S)、世主主である《

(C)があるが、これは主主鉄ピット vこfi-在した2

7へ、i司、ー とし

を占めて、あと

J"跡』ア
Jチ、 r、
ιモノ。 (Sl) 

につし、てもピットやクラックからじっ続出で、これも 2次汚染物質とみなされよう口

れらの結果をPhoto.5の特性三線像で視覚fとして示している。なお、

(0 をみると、ほぼ全面に白色輝点が集仁jニ:していて金属鉄がなく錆{とが進んでい

とる。硫黄 (S) は、全面から検出されるので地鉄に酉i容すると見倣してよかろう。

(S) を多く含む製鉄jkfliーは磁鉄鉱系である

さ;1Lてし、ると

いが、この硫黄)

_，-- 1 ーよ ーy 之三，_ cJ、ミつソ c

し

3 2. Sく3U 8 

( 1 )すI(H-2 

刀

IbJより

と断面方

しくな

し、。

に
d

A
斗品
A
斗み



理考察

Photo. 1 

ちている。

ノす。鉄の錆{ヒが激し〈

主i二1

、錆層ι りの

介在物のヴス

に混入した天然鉱タイト (VVustite: _r竺.t 寸

l.. clつ会〉。 スヲグである。

fち
。
マ心あで の激Ll

。
、
勺
ノブつ

1
4
h
u
 

ブ
(
V

L
2
c
 

解理J恥U-ベり

c 調査

Photo. 6 C) S E IVI l 2 に示した非金属介在物のヴスタイトC¥iifustite:FeO)系

ある。 ただし、} J
U
 

-ーっ1 いゐ ヴスタイトを取り巻く碇酸塩の

主なく、錆{とされながら

している。

定性 をFig.3こ示す。検出元素はヴスタイト (FeO)の鉄と、 (Fe)を

始めとし (Si)、アルミ (Al)、マグネシウム の介在物の陸自愛塩系成分らである。

しカゐし、 この力づス 可成 してL、る

と考えられる。

Photo. 6 」

J

粒:[大のヴスタ fト CVlustitε:FeO)にi之、鉄 (Fε)に白 コE ワ
"0) 0 ./堂、、

白色

/、

1ド

在物は、アルミ (Ai) が白 の集11Iが認められる (Si)、マグネシウム

の日

しカ 4 し、

L、E

1p-
J
i含ヴ iJ、){iす-_-草。、ー え

るもので乏}る。又、 F らチタン (Ti)

、一宮のヱUあJ さわ-て、

ーとは錆{ヒb:i数しく
、
ノ
E

、、
とは云L‘難しそ

:3Z.L-ア戸..--__...].z... ~:!' トi
汚守 C/.i心に ιりノ:コソ u .l.:;~人

ーレ-デ句、】~.、

豆

ある G

( TKH 3 1)ン

る。鉄片の111肩5mm、 3 る。これも し

、r

、、
f

、
寸~ ， 

¥..，' Q 

Photo. 2 てゲーサイト (Goethite:α-FeO・OHl

となり、

F 

L、- しているので、

される。

と判断でき

る。 うじて地鉄 の網!]状 られて、
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第 1 自然科学的分析調査

;ちったと される G さ.h を担ったものと考えられる。

(3) TKH-4 

肉

小明鉄器である。ノj、型の砧に似た形状をもっ。こ

した。全長12cmを計j則する。

① 

当する より

Photo. 2の(主)-_ (おに示す。該品も大部分は錆化を受け、ゲー→ナイト (Goethite : 

α Feむ.OH) となるが、

白l，J自がブェライト (Ferrite:α鉄ま

さvせる。 内口 よそうる。

白 ピクラノ1./ (ピ

クリン幣アルコール飽和液) して現れた炭化物組織のノ之ーヲイト CPearlite:フェライ

トとセメンタイト:Ce Itl entite : が交互に重なり合っ である。

以上含有されると、ブェライトの外にパーライトが認められ、このパーラ

イトの占める

号、 O.

/~.ぷ、
一ーす

p にともなっ

ニ二 _/ 1 L '-;t' / "，、 I よ/~，) 0 

し、焼ならし状態で0.4%前段で約半

きるまっけ』で¥

ゑ !1
/ であったろう。

て7
/λ、、、 し、る Jうヘブェラ fト られる。黒い寺田L、線、が

ブ γ ライト ームー-
-) 1-- あるところから'埠な立しも なされてL、fこ

とJ笠定さ;hる。

トf ーヅ7ーースーソ( 〆巴

Photo. 2 Vと測られた。

03%レベノL 1，高口 ある。 あれ

lOOH ) ープ ラ勘

こ/ぶノコソ G なく、酸化部分の硬化した影響を受けたと考えられ
寸

Q 。

C 

Photo. iのSEIVI(2 Fig. 4である。

は、鉄 (Fe) と酸素 (0人炭素 (C)である。 SEM (2;大電子像)でみられる様に、

しく素地鉄はヒビ割れている。 CCMAの電子線照射でヒビ割れ発生か)それに対して不

なし、素地鉄で、あった。

Photo. iの特製X娘像では、

が、これら

( S )、

られなかった。純度のよし

CSi) した

る。

次に、 えて る個所の 行った。 Photo.8のSEM 2次

44i 



一人カゾ戸、と
も

J
7

s

一小

窓小岩J直τ、.

し ある c

的少なし、と られる個所である。

( S )が検出されて磁鉄鉱の

Photo. 8には、特性X線{象を宗す。自邑

(0 )じなると、逆転し

では白色輝点が集中して酸化鉄であることが判る。

(0 )、

きる。

( )らである。

に白色階、点が集中して

し、モの周辺の個所

(Si)は酸化鉄側から明瞭に検出され

て二次持染元素であることは明白である。炭素 (C人硫黄 (S) も

じるが、金属鉄側にも少量含?まされると判断されよう。

として (SiJ 

(4) TKH… 5 鉄片(リング状鉄製品破片)

したTKH-3 )-- である古これも しく金属鉄の

- '_ー
ンブノレであ令。

(三)

Photo. 3 

される。この理由

しく し;ぐにL、。 J 
b 

った。恐らく TK註と 1-

ミヲ刀一'
L
i
一

)

♂

}

 

7
9
 

ヤー

さ令。

口
出土出
?

裏

子

墳

万
土aJ
に
U

A
H
V

一

3

H

 

一
長
一
一
一
HA

h
Q
M

一1i

3

j

向

丹
a
A
U

さ20cmで、i陥1CIlL， mmの刀子と思われ とし主二O

7
f
o出すレし

f
A
1
1
8
 
錆 している。

Photo. 3 これも酸化激しし としては、鉄の水酸化物となったゲーザイ

ト (Goεthite:α-Fε¥J& t_J.lI) で、ある。

できなL、。

、- 1_:斗9
一)官."-

(2) TKH-7 リン

①肉

径が 3cmと小振りのリン る。これも しく し、
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第 l章 自然科学的分析調査

主主iEL ~、。

Photo. 3の①に示す。やはり金属鉄の残存はなく、組織はゲーザイト CGoethite

αFeO ・ OH) となっている~段造品である。

の残欠l!日iでJちる。 して しなし、。

Photo. 3 

ヴスタイト (Wustite:FeO)

て黒錆化している。 白色

であることを語りか

ける。 Lb，L、こ J
h
}
 

じ ってL、るもののち ζJ 

一
寸
/ス同民一ヘ一ブカ して、その残痕を止めるのみである。

CMA調査

Photo. 9 Vこ示すSEM  (2次電子像) ヴスタイト CWustite :FeOiの分本庁

Fig. 6に示す。

(C) らである。

を示す。両方とも

鉄 (S)、1手)るn

( ()入

Photo. 9、 ヒ

と同じ加である。

鉄 (Fel と

さ;f/LてL、ないの

((y) 

うてヴスタイト c¥可ustite: F eO ')左手りり、白

しているのが認められる o 舎:J:;¥?;ガラスは長11~客して

マ(川一日一
J

一ザ一
え一

弓

L一

9

3

H

 

一
区
一
色

喜

一

i

5

j

内

3

(

①
 

】A 出ーヲ円
ぐ，Hcm、中両 L cm、 1 cmで!くJ をもっ不明鉄器である。 も

行して

Photo. 3 

j犬のヴスタイト (Wustite:FeO)

る非金属介在物が検出された。白

りをみせる。又、ヴスタイトの!j(U落 も

宝刀、 r -¥今ヌ
日心、こ)，jL 0 

"7 ニヰ h、守円、千: 之、 久
/、/ /μノ〆J ノ。
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四考察

① CMA調査

Photo. 11のSEM  (2 )に示した白 0) であるヴスタイト

CWustite: FeO)の分析結果を Fig.7、8に示す。検出元素は、鉄 (Fe)、陸素 (Si)、マグネ

シウム、酸素 (0)、炭素 (C) らである。

Photo. 11の特性X線像で判る様に、白色粒状結品のヴスタイト (W註stite:FeO)は、白色

輝点として現れる元素に、鉄 (Fe) と酸素(り)に、アル:: CAl)、マグネシウム(IvIg)を

回溶することが判る。珪酸塩系ガラス質物質は消滅している。当非金属介在物からは製鉄原料

を同定する特定元素の検出はなされなかったが、やはり鍛鉄鉱糸の可能性が高い。

4.まとめ

田久保下遺跡の G世紀代に属する 5基の土壌墓から出土した 9点の鉄器は、

出土品と同定される須恵器と共伴されて、秋田県下でも最古級鉄器として注目されている。

柄付万子や万子以外は、鍔化が激しくて定かでないが、薄板状鉄板の捲込

み細工品や鉄塊状鉄製品、更には用途不明のリング状鉄製品らである。これら 9点の鉄器を調

次て1レ査 らカ寸こなった。

鉄製品は、いずれも鍛造品であって鋳造品は見当たらなL、。鉄素材は、鍛造加工のし易しイ迂

炭素鋼が充当されて歪とり焼鈍i工、十分になされている。鍛冶技術は、 TKH-1薄板;1犬鉄板

の播込み品の細工にみられる様に非凡な腕前である。

いが、硫黄 (S) 分の検出か される可

能性をもっ。鉄中の非金属介在物は、鍛造 J畏伸時のスラグ捲き込み物のヴスタイト

(Vilustitε:FeO Feむ)が主体に検出された。鉄素材は、純度の高い鉄と推定される。

これら鉄製品は、 く何処かの搬入品であろう。この場合、 と

から 中立 ータで言及するのは難しL、。 1列ぇ

J
も

しかし、強しもて言えば、 ヲ

も著しい為、十分なる

組成的には 5.~ 6 

られなかった。

多く検出さ.hる室長挺に

みられる傾向をもっ。これら鉄誕との関連とも

してゆきたし、と考える次第である。

きつつ、

(]991.07.27j 

注

① 大津正己「南郷遺跡出土鉄j宰の金属学的調主主J 南郷遺跡発掘調査報告書J滋賀原教育委員会 1988 

② 大津正己「古墳出土鉄j宰からみた古代製鉄J[J日本製鉄史論集Jたたら研究会編 1983 第11表の鉄

誕・鉄器の化学組成(137頁参照んなお、未発表であるが大分県下山古墳や大坂府陶器千塚出土鉄挺と

の比較検討も必要と考えられる。
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(S)TKH-5 

問久保下遺跡
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鉄片
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外観写真1/2.8
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Photo. S 鉄総の顕微鏡組織
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14. ，1 {.. 
TKH-[ Iは顕微鏡純織観察JIJの断蘭マ7ロt立総(X 5 fifJ 

下liテクニカ吋ターで.f;IHI町したl直後の悶riiii lf 
Photo. 4 田久保下遺跡出土鉄線状造物の断面マク口組織

-.158 -

X 5 f昔



S K306 鉄塊状{試何百o1 )の特性X線i量 (X1C削 }

Photo. 5 鉄塊状鼠約 (TKH-l)の特性X線像
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SK3CJX N" 1 fi'!付刀{.(訴すlNo.2 )の特性X線{量 (X J∞0) 

Photo.6 柄付刀乎 (TKH-2)中非金属介在物の特性X線像
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SK30fl NO.3 欽tJ剣先 (試料刊n4 )の特'fT.x線i軍(X8∞)

問、oto.8 鉄塊状鉄製品 (TKH-4)の特性X線像(その2)

-162 -
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S K 3 1 0 リング状(試料Nu8)の特性X線像 (x 1000) 

Photo. 9 リング状鉄製品(TKH-8)中非金原介在物の寺毒性X線像(骨の I) 

四 463-



S K310 リング状(試料NO，g)の特性文線像 (XlOOO) 

P同to.10 リング状鉄製品 (TKH-8)中非金属介在物1の特性X線像{その2)
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お1¥:!12 C < j ~~ (，;，{ r州、91の特性x，現像 (x州)0)

Photo.l 1 r < J状鉄製品 (TKH-9)中非金属介護物の特性X線像
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4 

，- 、てす I

v5ョゃぐこ の
ρ、l
--

し、なL‘o 

~h まで‘のところ主口られ

されてレたかはきわめて興味深L

ま7ヒi工、

も決して無視できなL、。

析し、

とらえて、中

るつもりである。そして、これら

されていくのかも解明しておきたいと考えている。

S 101窯

の蛍光X線分析S J 

表 1には分析位をまとめてある。すべての分析結は同時に測定さ

tこよる されている。これらの分析データのうち、 Rb，Sr 

を比較してみたo Rb、Sr因子がもっとも るからである。

図 lに S J 

にして

B 

ものである。函 2

う

沢

よ

ケ
る

ケ沢B S Rb-Sr 。すべてがA領域

ることがわかる。悶 1と図 2を比較すると、両者にはほとんど差違はなく、

区13

S J 303窯の

S 201窯、 i玄14には間 S 図5には田

包含するようにして

B 

とんど若違がないこ

し多L、ためであ

じり Rb-Sr 図を示す。これら

B領域を捕し、た。図 3、4、 5を比較すると、富ケ沢C

してし、るが、田久保下遺跡 302窯と SJ 

と iJ~わかる。しかし、 と のーずれヵ:あることも jっかる。 Sr

る。 Srと正の相関性をもっ Ca量も少し多L、ことは表 lからもわかるのこのように、

も化学特性がぴたりと

に叫1+Jされる υ

る:尺でなL、。こ 、iJ、 ノ乙
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第 l章 内然科学的分桁調査

田久 Q
V
 

の

tJ，i章、射し、そのとき る2次 (これをX 

とし、う)がもたら

が弱いため、一般には、

し

る分析法である。蛍光X線のエネルギ

ミ1) ミクロンオーダーの厚さしか通過できない。これよりも深

よって吸収され、試料外には出れなL、。そ

日r-，._)-、シλ
レ_)7:"00、 ス L る。 Ltこがって、

料内部とは異なる場合には、蛍光X線分析に

ば、讃恵器の表函に白然科が{付付Jナ却着してLト、ると、蛍う光伝X線分析によつて得らjれLるの

あり、土器胎土の情報ではなし、。ここに非破壊号、析の限界がある。そのため、これまでも

の場合ででもない限り非破壊分析は行わなかった。今回は試料の破壊が全く許されなかったた

め、出来るだけ¥自然勅の付着していない場所を選んでX線を照射して蛍光X線分析を行った。

また、非破壊分析の場合には、試料自身の形状がぺ主しておらず、そのためミ標準試料と北

きなL、。それに代わる方法として、試料内部に比較する基撃を選ぶ。例え

ば、測定されたスベクトルの中のLイサlかZつのピークの比をとる o Tiを 2次ターゲットに

して る場合には、 Q
U
 a
 

「
U ?りヒを、また、 Moを 2次ターゲ

ットにして空気中で測定する場合には Rb//Ti，Sr/Ti， Rb_/Srの存よとをとった。これらの

して影響されないことが広く知ら〆}lてし、る。

ータを示す。 Siやすiをベースにとって比をとったのは、これらの元素の含

よって余り変わらないためである。そのため、瓦/τI"Ca/Tiの比はそれぞれ、

E玉、 Caの 多少に関係し、また、 もそれぞれ、 Rb，Srの 多

例えは、

は大雑把にレって、カリ長石と斜長石の含有量の多少を示す。

多L、ため、東日本、東日本でも日

Rb//Srの各比の{直はノトさくなる。 逆に、出日本側でiよこれらのJ:じの{誌は

大きくなる。

以上のこと て、表 Iの分析データをみてみよう。 と長で、それぞれ、セソ

トになっているとみなされるぬ 3とNo_4、No_5とNo.6は全国子でよく対応している (No.5、 6

のみは少しずれるんこのことはこれらのセヅトに伝っている年身と

K、Ca，Rb， Sr量が類似している、言い換えれば、 11司じ胎士で、あることを示している。した

がって、肉眼観察からも推察されたように、胎土でもNo.3とNo.4、汗0.5とNO.6はセットである

ことが確認されたことになる。 次にRb/Srの比をみると、対0.3、 4で‘はそれぞれ、1.8、2.8

であるのに対して、陥.5、 6では0.47、0.71と!J、さい。つまり、 No.3、 4ではRbのhがSr
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確考察

よりも大きしピークであるのに対して、 NO.5、 Gでは Sr より j〈きL、ピークである。!可

の北でも、:ぜ0.3、 4に比べて、 No.5、 6に(t五量が少ないことが推定される。

これらのデータから、 No.5， 6は東日本産の須恵器であると推定される。 No.5， 6 

と推定されている。この時期には東R本には余り窯はない。こ

入れると、

な産地候補として上がってくる。

と推定される。これも 6

石111

々ム
C4し

のこと

No.3、 4fま

アい広 f の占
、u..-u - --ハ、、

として上げられるn これらの

っていることが知られている。

しでも をも

No.2のオ-;-J-:_ン

とヵ'>Jコ方ゐる。こ

口
H酉

J
h
u
 

をもっ。全国子で判0.3、4 

中ではもっとも古い 5~ 61笠紀初と

してし、るこ

さJlる。

} 入ま工、かつ、データから Lワ 、。

~" 

2受l ノ3
/ 
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第 l主主 自然科学的分析調査

第 5節黒曜石遺物の

田久保下、竜毛沢館、上熊ノ沢遺跡出土の黒曜石遺物の石材産地分析

はじめに

向
凶 L嘗て、客観的に、かつ定量的に推定し、

るという目的で、蛍光X線分析法によりサヌカ fトおよび黒躍交易および文化問、

ってし、る [1、2、3J。

黒曜石、寸ナヌカイトなどの主成分組成は、原産地ごとに大きな差はみられなし

して含有される殻量成分組成には異同があると考えられるため、

い、これ令産地を特牢する指標と Lt，二円分類;の指標とする

あらかじめ、各原産地ごとに数十個の原石を分析して求めておL

値、分散などと遺物のそれを対比して産地を推定する。こ

不純物と

いて求め、

いて、各

産地に帰属される確率を求めて産地を
『

{;}o 

蛍光X椋分析法は試料を破壊せずに分析することができて、かつ、 測定の

操作も簡単である。石器のような占代人の日用品で多数の試料を分析しずなければ遺跡の正しい

性格が分からなし、とし、う場合にはことさら右利な分析法である。

分析を行った試料は、田久保下、首毛沢館、 i一世/ 石片16点で

ある。これら遺物の産地分析の結果が得られたので報告する O

の風化留を打ち欠き、 出し、塊状の試料を作り、励起用の55Fe、l09Cd

エネルギ

よって元素分析を行う。55Fe線、鋭て司励起したとき、区、 Ca、Tiが、109Cd線、源で励起したとき、

Mn， Fe、Rb、SR、Y、缶、 Nbの元素がそれぞれ分折さわd る。

よる分析値への影響を打ち消すために元素量の比を取り、それでもっ

地を特定する指標とした。黒曜右は、 Ca/K、Ti/K、Fe/Zr、Rb/街、 Sr/缶、 Y/Zr、の比最

をそれぞれ用いる。

東北、北陸、
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刊号察

J L'!十|の各地に黒iiE石の原産地;主分布する。~]~在をご終 lに /J'す。 果、 IJ語 {J-J~{

産地のほとんど全てがつくされている。 7己主組成の 1-カ￥九、こ Itら原hを号領すると去し 2

示すように7ui闘の原七若手にすかれる。 県の引霊行原産地(工北上JlIに沿ぺた範位iに点々と

見られ 七沼町!TCつ の擦!吾カミらJ柔取された原石で{乍られ、

より採取されたIJ、IIJ燥の)長七で作られ

ていて、これら原f主j也を

本

ょ

の

し

ユ

お

県

出

子山
十
竹

内いつ
1
fし

1
4イベ
14

『心

よりJ采取されたH燥で作られ、

してfことえこれら 原七 11;1定されても、こ

分析

これ

k) えなければならなL、。月 ILJ群は羽黒山から月山にかけて

した!京七でf乍っ

された原イイで{乍られ る。

)，-

ら出土した行器、石片は風化しているが、 ものは!乳化に対 L_

;j¥洗する

4二三、t仁丈

されているにすぎts:l 、ため、

析が可能であると考えられる。産地

あると推測されるが、 きるほどノトさL、と

否定することができないので、得られ

るよう/云ことはなし、。

3 vこ示した。

いても風化の

さを伴う

石器の ブームーよ
.g 1，-伐J し、て原石群との比較を

する。説明

では RbjZr は、 1.4.51::l:::(). 0:39である。

し {σ} ずい λ、ー唱 n.... n 

ア
(
3
J

~
J
 

V

」
'シ」 ら100ケの原石を採ってきて ら土O.3(Jのすより

大きいものが761間ある。すなわち、ニ ら作られてし、たと しても、

o.旬以上離れる ~-~吋> ~可l 、、・ A

(_:め心こ百戸こο。/、ニρミり、 ら0.3σ てし、

なし、ときには、こ 方ミらfl三らJlたものでなL、とi之、 旬jれなし、。と

ころがこの遺物を

こ)1

以 t二離れている

ような原:石をたまたま

らの稿たりは、約15σである。

ってきて分析したと ら15σ

ると る。このように、一千兆個に一個しかない

して、この遺物が作られたと られなし、カ冶ら、 こ 出
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第 1 U然科学的分析調査

原石からffられたものではなし、と断定できる。これらのことを まとめて言うと、

γ}  
ょTI 出来 分の一%の確平で、それぞれ帰J隠されるj。

の漬物につL、て、この判ItJi'を表 1、 2のすべての原石群につし、て行ない、抵し さオ

Lてし、くと残るのは、 だけとt.ci)、 されてい

ると判定される。 とL、つ 1ケ〈今 で、な J、 した 6ケの

i)扱うの しなければならなL、。例えばA原産地のA群で、 Ca L 

Rb工素との間iこ相関があり、 Caの;量を計;Jl Rb ET析しなくても号、カ=るようなたきは、

群の石村で作られ であれば、 A群と したとき、 Ca量が 4致す;{L(i"当然 Rb量も

一致するはずて、ある。 Lたて1しフて、も LRb量だけづっ:少しずJLて¥， .る場合には、この試料はA

群に窟してし、なL、と吉わなければならなL、。このこと き出せるようにしたのが椙

Ltこ 子法であるマハラノビス うホテリングの

定である。これによって、それぞれの する確率を求めて、産地てど
ザ

糸、
。ノ

T、 〆 。原産地

高¥， .)産地のものだけを選んで記した。 3cm以上てーある

多くの時間をかけら，11.なL七、¥ るために、 IJ、さ

あ i人 ち切る。このため、得られ 大き

まれ、ときには、原行群の元素組成のベラツキ きくなる o Lたがって、小さな

行なったときに、 としている0.1% しIJ:~ を7]ミすこ
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こ

えて、マハラノピスの距離D2

巾で最も小さな

と似てL、るといえるため、

てほぼ間違いないと判断さ.hたものである

ノ沢j童助;出上の16点の石器、石片した

が2点財さ、 ‘ /よ

と(の竺ろ)1止原(品2与土白カミlらうの!京ιμJカ::33 

2点みらjれl〆たO

らの原;「iと判定さわーた。 また、 ヒ熊ノ

三点縫認され、ま

と雫〆行、 J:I'['居、花泉のいず)1.かの原産地か

され、 l 

ケ 11坪@七 れていた。
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各黒曜石の原産地iこおける原;日群の元紫比の平均値と標準偏差値
明白

~ 地 Ca/K /K Fe/Zr Rb/Zr /Zr Y/Zr Nb/Zr 
原石若草:呂 X土 U σ xゴ:σ X玄tJ E )(二tσ X土 tJ

北海道 名寄 110 0.1100土0.008 0.125:!:0.00，j 1.845土0.034 0.604土0.014 0.581念日.015 0.125土0.017 0.015土0.022
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新潟県 佐渡 :37 0.131土0.010 0.0"15土0.00'1 1.1145土0.045 Q.766土0.040 0.300土0.0170.137土0.022 0.053土0.028
1/ 12 0.205:1:0.008 0.116土0.004 1.404土0.043 0.571土0.021 0.370土0.019 0.098土0.019 0.051:士0.014
1夜 山 22 0.1'75土().012 0.072ごと0.002 1.967念0.062 1. 737土0.074 Q.795土0.039 0.338土0.024 0.15'[土0.0311
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神奈川県 箱根。 31 7.082土0.471 2.4113土0.213 9.654土0.399 0.064土0.013 1.986:1:0.065 0.301土0.015
11 • '11 2.220土0.046 自.785土0.028 2.778土日.066 0.078土0.007 0.716土0.017 0.232土0.009
鍛治 31 1.789土0.054 0.41!5土0.013 2.020土0.047 0.086土0.()05 0.660まむ.018 0.179土0.007 0‘042土O“0133

静飼県 上多llQ -27 1.384こと0.042 0.333こと0.1l13 1.624土0.039 0.105土0.005 0.578土0.016 0.156土0.007 0.013土0.008
始出争西 33 し267土0.159 0.358:と0.034 1.625土0.11!5 0.125土0.005 Q.IJJO土0.020 0.164土0.006 0.015土0.009

策京都 50 0.3L!5土0.010 0.153土0.006 1.673土0.048 0.1196土0.020 (J.728土0.032 0.256土O.Ol!3 0.089土0.040
11 23 0.280土0.019 0.136土0.008 1.757土0.075 0.613土0.033 0.693土日舗035 0.302土0.020 0.108土o.o:m
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第 l章 自然、科学的分析調査

第8節考古地磁気調査

1--
'1 
F .B.C 田久保下遺跡の考古地磁気調査

秋田大学鉱山学部

西谷忠師

1 . 目的

本調査の目的は、富ヶ沢A.B.C

方向から年代を推定することにある。

田久保下遺跡から古地磁気用試料を採集し、磁化

つ ついて

L 富ヶ沢A ・B.C窯跡、田久保下遣

いる。古地磁気用試料として、富ヶ沢A

つ 7~ J.貝 T再七、採集試料開数、

lにまとめておく。これらの場所は 2
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試料採集は一片が24mmのポリカーポネイト製のサンプルホルダーを窯跡に挿入する方法で行

なった。

3. データ処理

スピナー磁力計で自然残留磁化を測定した。二次的な磁化成分が付加してい

る可能性があるので交流出磁を行って不安定な厳北成分を取り除し、た。得られた磁化方向を試

J y 
、、ーー 用いて補正を行い、 していた磁化方向を求めた。

得られた磁化方向はパラついているのが普通である。ぱらつきの程度を表現するため

Fisher(l9S3)の方法を用いた。 α95は各測定点が単位球面上にガウス分布していると仮定し、

測定点の95，%が含まれるような円錐の]頁角で定義され、値がノj、さし、ほうが望ましい。また、

パラメーター(k )も用いられるが、 kの場合は大きいほうがばらつきが小さいことを示

している。
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表 i 試料採集場所およ

と円えコ市

ヶj尺62-33地内

70 TMAl 39.2914
0

N 140.5518
0 

9 

40 4 11 11 11 

富ヶ沢B 秋 ケ沢62-40地内

73 TMB 39. 290.r N 104.5509
0 

E Q 

富ヶj尺C 秋田 ケ沢62-54地内

) 70 TMC 39.2902
0 

N 140.5483
0 

E れて1

田久保下遺跡 田

60 すS01 39.2911
0

民 140.5530
0 

E 9 

50 T S02 I1 11 I1 

40 T S03 /; 〆 ノノ I1 

竪穴住居跡{SI3出 j 28 τ5出 I! ゲ ケ

30 T327 !i i/ 0' 

(SI:338) 40 τS38 1; /，1 '( 

4. よ

う まとまらなかったもの、小石な まれてし

めておく。ここに示しである いた個数で、ある。個々のデータ

な

と

L

U
Y
A」

中

山

也

弁

)

いものなど、明らかに誤差の大きし、試料のデータ して
。
た

て示しておく。

得ら

ごとにシュミットネットに投影しずたものも おく。

なり

り、

ケ沢C きい。この原因とし

わたっていることに原因があると られる。 して

いる磁化方向に違いがあったと忠われる。田

きいが、撹乱を受け』てし、 きし、。これら以外のデータ

(S J 302)の誤差が大

きると考えてよ

しもであろう。

平均の られる

である。間]の仁!二lで点帝京で示されてし、る 同 (1977、 1988)

でーとるように変換し

したと主し

していただきたいことは、こ

である。も Lβ日()~-900年の地球磁場が四

工衰の最後の欄に;子:した

したものではなく正確な年代と

りな:し7三

南口本(と

得られる。 た
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第 l章 白然科学的分析調査

磁化方向が得らldl 丈一
ω

寸 t- _____ _1'" 吋

':;J、卜~ ~ 
日、 - レて~ ，ω) 0 
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!よ岡二(1977) 芳市地磁気及び第四紀古地磁気研究の最近の動向、第四紀研究、 15、200-203.

広岡公夫 (1988i : rcS'地磁気-考占地磁気編年による年代推定、地質学論集、第39号、 305-318

Fisher.R(1953l : Dispersion on a sphere， Proc.Roy.Soc.Ser.A，217，295-305. 

表 2 と考古地強気推定年代

j章構
偏角 i犬角 精密度

α95 
考古地磁気

j宣助;名 試料 偶数 (エjZ t~l (平均) ニノ- 円J 推 定年代
番号

(~ ) .';内

(υ) 

(年)

ケ j尺A窯j尚、 J 01 TMAl 56 8.481 S.1.904 IS4.00S 1.536 808::t 28 

宮沢f主主1M; S J 04 Tl\/Il::.~ 4 つえ :1.408 55.617 171. ，176 2.217 770::t27 

ヶ沢B;宅助: S 101 Tlv1B 63 2.893 54.324 197.981 1. 274 784土16

ケ沢 J 201 す1¥1 S71 54.877 72.0::)1 :i. :i6:i 783::t43 

出久保下遺跡 J :~;01 T 01 ム11 4.284 61.248 160.079 1.770 712こと33

田久保 [:;';i室i跡 5 ] ?'02 T 502 ‘}‘〉 11.201 67.205 78.786 3.514 650士70

ER久保下遺跡 5 ] 30?， T S03 28 2.845 57.638 158.357 2.173 750土26

田久保下遺跡 S 1305 T S05 14 2.118 53.863 197.878 2.833 786土36

間久保下遺跡 S J 327 T S27 23 3.839 49.437 342.126 1.639 900土50

田久保下遺跡 S 1338 T S38 円7 2.476 55.256 208.568 1.929 773土25
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同 l f53宅跡の平均偏角、平均{た角、および95.%信頼区間。 秋Hiにおける磁北方向を偏向の O!主に取って

ある。点、線は広岡(1977，1988)による移動曲線を秋田で適用できるように変換したものである。数字は年

をアJ'す。記号の意味は{};のj岳りである。

TMA 1:富ケ沢A窯跡須忠時三雲跡、SJ 01 

TMB: 寓ケ沢B窯跡漬恵器窯助、SJ 101 

T S01・ 田久保 F遺跡須恵器窯跡SJ 301 

T S 03: FR幻呆ト遺跡須恵器窯跡]303 

T S27 田久保 F遺跡平烹S] 327 

TMA4 :寓ヶJ尺AJi足跡平窯SJ 04 

TMC: 富ケ沢C窯跡須恵;器窯跡、SJ 201 

T S02: 旧久保ド遺跡須恵器窯跡SJ 302 

T S05: 問え係ト遺跡竪穴住居跡S1305 

T S38: 田久保下遺跡竪穴住居跡S1 3::l8 

留萌濁 E謹
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一一---

考案v宜

ットシュミット密

測定結果とシュミットネットへの投影

交流消磁後の磁化方向一覧表と等横投影法による結果の表示。

一覧表の連続番号は目安で実際の試料番号とは関係がない。

図の黒丸は測定{直宏、ス印は平均位置を、十印は1-}と角90度を示す。
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第 2章考古学的分析調五

第2章考古学的分析調査

第 1節古墳時代

と出土遺物

( 1 ) 

田久保下遺跡で検出された 8

得られなかったものの、

された土器の大まか

出土という

ること

るとし、う証拠は

されrニO

と想定できる。

く、殊に 6

、ての類例は県外に求めるか、

Ltこ

であればる

異なる時代の事例を引かねばならなし、。

まず、田久保下遺跡のこと墳墓を配置-形態的側面からまとめておこうー

① 8 基は長車dlを東一酉に取り、うち 7 基は、 25~40cmの間簡を保ちながら南北方向に連なる。

②確認問での規横は、平均で長さ1.05m、幅O.7m、推定される深さはO.7m前後かそれ以上。

③平面形態は、楕円~長方形、 l例のみ四隅が突出し

りには袋状の掘り込みがなされ、 2{同一対で土器が納められている。

、壁面、壁面中位、底部とパヲェテーがある。⑤袋:伏の概り込みの

さらに埋土及び境内出土遺物の状況は、

⑤壌内 している。

ら、少なくとも らか窪んでいた。

③埋土の締まり

⑨少なくとも 4

ど~~くなっている。

とする制片が混るが、底面近くでは見られない。

2 (富一対で埋納の土器は、 1例を除き杯形こと器を別個の土器の上に蓋をし、合口としている。

⑬もう l例は、小型の斐の中に iニチュアの土器を逆さまに入れてL、る。

⑫お!片以外の埋土庁i土の遺物は、 3点の土器のみであり、燥などの自然遺物は出土していない。

⑬床面上で、は 5土墳より鉄製品、木(竹)製品が検出された。

以上、規模-形熊から茎は、東側頭(立の屈葬と想定され、堤土の観察カ Aら高い封土をもっ景

うたと忠われる。

i士i

がある。察)11II 遺跡は、 され、

しておく必要

土坑など、平

門

i
口
H
U

A
斗
A



国考察

坑土 ど共に、 6 され

た。土墳は、南西

延びる方向にほぼ沿わせて並列してし、る。

し、 6基のうち 4

長軸1.57m (1.27-----2. 02m)、超軸1.10

111 (0. 9~1.、深さ 31.5cm (0. 22~0. 45cm)である。 ら江翌日(後北) C2、

している。土器の埋約状況は田

た部分に土器を納めている。相違点は、寒)11 II例では

もつのに対し、本例では認められなし、。寒1[1 II 

も明らカ寸こしてし、るように、

17Uと

6基とも

どにおL してし、ること している。

それで 袋状の掘り込みなどは、千歳

市ウサクマイ遺跡、余市町天内 と7 る。ウ→ナケマイ

4隅に柱穴をもっ例が 4例あり、また 9例の土壌に袋状の掘り込みが見られる。う

ち3例には内部に土器が収められてし、た。「この 3例の土器はし、ずれも保誌で、口

欠失してお k 掘り込みの rll に ~~.HI可部を突込み、口被音1)を阪葬者の;型、上方 I i:JJ に

てし、る、とし、九共通の特徴をもぺてし‘る。このような深鉢のあり方は柏木!日でも認められてL、

る。J1袋状掘り込みは、名取武光氏の報告した江号IJ町村農場 18号墳 r;こも見られJIこの風

習は、少なくとも後北C らすで、に行われていたこと、

を引くものであろうことを知るのである。J。総括の では、 (あ

るい る 江号Ij式土器文化期以後

さ;ILるようである。Jとある

している。ま

もっていたとみることは

し、て、 アイヌとの係わりから「アイヌの死者の闘は、下

方の国(ポクナ・モシリ)といって、 ちる ある。それで、死んだ人が立ち上が

ったとき、まっすぐ西の方に向レていけ』るように、 向け、 し るJと

述べ、さらに、「アイヌ

てる。Jとし、う。田

したあとには、名

るの

に求めると、田久保下例より時期が迎行する

を挙げることができる。前者

の竪穴とその内外から江~ljm

器が出土してし、るJo1991年に

と酷似し、納められ

る。

跡(4 

1主1965・

土壊の規;陵、

ヴ-¥ l戸 作りのj主し、をi珠くと

る。 6基の土また 8 としては、 西白河郡東村谷地前C
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考古学的分析調査

るが、法;量:の子均は、長さ約2.9m、IjJ高約l.lmであり、 レ弓チふ
- '，"， 

とは明らかに区別されるものであろうし、

な¥， ¥}立な

なL、こと

られ田久保下例と なるようである c の

も、一般菓諸民に近い人達であったものと忠われる。」と記してい

。
「
〔
一

ω

さらに、 ~千数百基単位の

によれば、「占墳を築き

、f_L.戸lスコ 戸_'I 干、、←ム

この1¥[.[怠つり刀込 じ乙

弘氏ノ
ー、/、、

多Lイ頃向にある」。また、 まるのではな

ノ
¥、 こと し、。 の墓地とし

て割り当てられていたjことを示すものであろう。出

事例と&t言え1:ct 、のかもしれない。

レ
ιー りが大きt

( 2 )高iI~菩さ ;[L

e，H 7 
f ょう。納められてし、た土器

は、須;軒需若拐;の形市兵自とj特徴から、田辺昭三氏締!年MT15----T瓦10ilj!)式に、中村浩氏縮年立一

となろうか。長杯を観察する

と、 2点とも してし、る Iゴク lコ

、、
J
 
1
 

、治五ら、異なる二[人の子による 1~:~品と忠われる。

ま

前型式のほ!I:H j:¥:J あるいは

と大きな開きはないと

{}〉

てはまりそうであり、大略的に

宜)u乃 、ては、 I1

しく、

口縁、

民)rI古iを

『円、}宝 τ，
、司 ρ/)/"a.J 0 

9 i毘体のうち内面を.1 i毘体が赤彩、残り;全てが黒色処理さ;flてL、る Q いわ

ゆる との係わりでも在日できょう。 を 第 2号(1989)

官域、岩手では、引田式土器段階に 部出現(岩手を除く)し、

られるが、その比率は杯、椀の約50%程であ

る。一方山形、 出現rR!j~Jjは前 3 「、J 山形では 6世紀初頭、の

2立す l 
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w 

まれる。 6 ~3 凶半期で、杯、 以 Lが内黒で、ある。 J
h
u
 

色土器は出現してまもな〈、かなり普及する」という。このように日本面倒の遺跡におい

ては、 5 l十何日.!:7"
ぜけ、J-VL_， V'-司 られるようであり、 Ffl も例

タトではなかったようである。

万子は、その屈曲し 出する一
、
7Uソ

ずる。

lit アイヌの人々が{史):j~していた「マキリ」と

にI土、

してし電る。 こ ブ王

「く」の

|遺

8 用途は明らかではなし 1
1品

ア

「

山

、

s口
w

i

つム

している iつ
¥ I 

さO.6cm、もう 1 2r~7 ， 5crn、

太さO.5cmの円形である 0

3ciII程1

8cm 

した まr二

l号、

許可天内山]号(2例)で見られる。}享さ 2---5111111、I!属1--3 

なかに 2点けつに重なっ る。 ~U白:

l号(4 i苅) . 8号、余市

i~ ¥、ア、
~ ，ヰ， 0 

に-
)とは異なる。

、山形市

など山形県内

T凹7

τ 

三~tL-c._ 七u ミiペゴ

花111

ている。また仙台

Jフ り曲げて糸 J 

も出十一Lている。

UJ入 いは、北海道にそ

多ど見いだせる。また土器については、

のI-j-I心をお

るいはそれ以西

からのj能人iiilもくしそれら した土器 査強 j、

考えられる VJ ノ、 中で、こ イニ人々の出所、

して行かなけわーばならなし

註 l 秋田県教育委員会「察)11 rr遺跡JU一般国道7号八竜能代道路建設事業に採る昭蔵文化財発掘調査
報告書1j] 1988 (昭和63年)同遺跡の報告者小林克氏は、その:011告古におし、て土績慕の年代を I4 Ut 
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考古学的分析調査

しカ・ L近著のなかで I4位紀前半代は除外しl正していた。日土示己代におくことカ〉可能でとJl
L
 

VV
叫
什
斗

j':f~l~i采集民一秋社I~芸能代市宗)11 豆遺跡の事例う I(fJ，jc1:立社会に1!(4Tし良レ
戸 f 士廿一
l_ fcラ

とA己してし、と]リリ1 、ド口定 3年)::541 ーナf考古学ンヤ

( )宮跡、研究会『品摘さ 1975 昭子1150年j，-， 

菊池説全 1)出丸 jfJF~たい L 楕!サ jf;の\'墳墓で問問に柱穴( ì室跡の ~)lij主iう寸ト

呼んでいる菊池諏夫「アイヌとと療文文化J~二!とからウサクマ(型墓制J慌のをもつもの

1990 lムj三日立 2有三))の日本iとJ第 2

1971 (flB 手口 46'~ド i藤木を宍仁!との主主字ι!二.，fl一
円
六
リ

十
十
ム
一エロ

(昭和47年)盛岡 fcj:l央去民館見;ら盛間昔と[i 占出まえ昭 i永福寺山遺跡」jよ4

との見出しで報じら;fl十:器出i !~'ltt時代中期の墓穴毎日新同行手gju991. (i， (寸し

き、 11¥1二遺物も見せてL、たにL、たcる奇栓買fUこ遺跡;な案内¥，、たL、る。調主r!，に相当

日本考古学協会宮域北海道の読橋文文化と東北JIr北カ，らの視点高橋信堆j
 

e
i
b
 一vた I~{)詩与

出牧jの実mu図が掲載さ1991 (平成 3 年)に同遺跡の上JJf~墓前十一
h

t
T
 

~甘(
[「ノ、ン仙台丈会シン

れて~ .る、

福島県教育委員会「谷地前亡遺助、母畑地区遺跡発掘調査報告 V 1980 (昭和三)註 6

守兼山論叢 1.史学詰)23 ¥丈福+~ (Ifi.r;え「古墳時代の共同羊J也一出集号11土j震n手のまFul!iに/八「こ註

1989 (干成尤 I[i反

198J (11日和同年)1'I，lJy;I;- 和泉1¥匂邑烹の研究一乳台f-i詐?ととの基礎的考京一註 8

i)、詳細(1，長んって見解の分かれるとニろの型JJ名称の可を、_，d、、!ヲIE日よJハ討し J

1991 平成3~F) J 占j玄時代の研究 6ヶヒ師器の i漏 ~r
し

γ
L
1
1弓
一
斗
品
、
日什白一民i一マ

p

住
krdμ れた {古Jlj 一明一年計

J

汀一

などを参照¥0イこだきたい。

山形県教育且主遺跡完掘調主 1988( 昭和16:1年正EI0

。小樽市博物館「充充足切除法;反!の第出.lif土器をご挙げてお例えば、 jヒィ可i亘岩i守Tis共事i付に所在す主1:11

PZい
1

u
h
u
 

リ
リ
円

uzr
 

刀
ロ

ムnvv
}
 
f
Z
 
1
一

)立岩佐遺跡J 、捧市詐物館

1990 ドド成 2年)F アイヌー:とイヒ展開録J 東北市 i~rlて片1手守主rì-美術主主舘;tt12 

1 ， 
i
 

1
1
 

r
i
 

! ilt! 子 1)r i tl!j の JfJJ主主I~ カ尋文化むの主'1:型品に

j:!fj子刀j二;土、コドJHに類例を見;な
-_ 
/ 

.._!> -;!'一

日-j-wO ーjiLiが Lう ;51ら:j 二田久先 !~WU とミで全ご←チプー 主一一・
ナf仁 1心

る」 とし弘う G 菊i也{交彦「二iヒ方丈暑に〉L -('，1一作iユム .J _1-_ r ぺ
J'-.I'.:l三.♂ 1.-

} ーマZう、 r 、

しi!14itてとへ中IJtを中心九Jして北の文化を考ーわバ一

人
に
が

主
一のとの主文化手〉

1990 (平成 2年)て占予県立博物館

(昭和年)仁三松Ili;同志泣滋; 子三誠誠石巻市言二七13 

(昭和46年)古111な昌舗はiJ'if柏木)IU1971 藤本英夫大j昌利夫註14

1976 (!J討三j三)/ク主il二の{占|究J:i 土井口男 i吾採→J+二法iM;Jj、;場不Ij主主15

浮島古墳貯完掘調責報告 1990(王子 2年)tJ子県立博物館『岩手県熊主j虫干r註16

同報告書「末期古墳一覧去」による環状鉄製品出土古墳は、西恨IHJi;:Il)F'1と古噴 1 賞主体部 1点(7 

1:Ii*己 rI~~*を前後する H与朗人 j民主主 j白布墳群 S 0029主体制;1 点、五条丸l~î Jj~在f72号墳主体部 l 点、丹後

平古墳18J0-，I:賀会tI二1点、同21号i主主体部!}去、また錫製左足ら-?;)fJ苦:よそ製品(十11717て'f:t{!;Jlllは、紫波

噌

l
iハびAt
 



台一一小
川
住

君1;矢巾町藤沢}j~森古墳群 3 号墳( 7世紀後半)出土錫到11 (外佳 5cm前後、四担遺跡出十点1 と :lj~態が;立

似)矢巾町教育委員会『龍田遺跡群詳細分イ15調査報告書一藤沢扶森工古墳群の発掘調責 1986

(昭和61壬ド)

註17 菊池徹夫仁八世紀前後の北海道における金属製品について J~北海道考古学』第 9 輯 1973 (昭和48年)

註18 品山三郎太「北海道の馬蹄状緊櫛につし、てJ~北海道考古学J 第 2 号 1966 (昭和壮年)

註19 山形県教育委員会『お花山古塙一群発掘調査報告書~ 1985 (昭和60年)

註20 川西町教育委員会『第143. 145号噴調査報告書 1988(昭和63年)

JiIII時利失「東北・日本海側の円i葉 山形・秋出県 I ~古代学研究.JI 123 1990 (平成 2

註21 t嬰井清彦，菊池記(;)ミ編 Lf揺[I]大学文学部考古学研究室報告『蓬出大館遺助‘ 1987(平成元年j

問は、擦文文fヒ長期(終末期)の土 ~ii等に í*~ 、出土、 11世紀代。

表aa--

6112.4~-12.8 (l 2. I 1416.りへ 7.8(6.80) 6 1 3. 1 713. 38) 

つ
29110.3~13.8(12.93) I 2915.0-~9.0(7.82) 2912.6-~3.9(3.30) 

怨[i 館

291 0.60 

糸 I 3111.0~12.3 (l 1.83) I 614.6~7.6(5.38) 3 I 3. 9~4. 4 (4. 07) 3 I 0.52 

492 



考古学的分析調査第 2宮

平安時代2 

)から 7去の4窯跡秋EEしふるさと村j也内遺跡群では、

された。掘立柱建物跡なとに係った工人ら

1点は、ておく。、て次の 2点にの本頃では、

ついてである。もう l材あるいは小穴についてであり、

された。天S ] 101・102の3S ] 01、富ケ沢B'古ケー，

ったことをスー1ナ入 1)粘土の村;ちる L、;工小穴は、

してくれたこ
』

(
3
/

「
Y九ムマ一司の

。
守
口
山

」
イ
4

9
J
・¥、ーし

2 とになる。

行っているの

Iタイプl工、-てである。すなわち、

ヶ
斗
一
口
問

、
4
3
'
A
 

八

υ
ザ

a
s
J
Q
U
 

られない例である。富ケ内を整理し、

Iタイプのようしの1差、る。支すすh る立タイプl工、口
U沢

』

床j(討を思えるQ 刊誌-t1) lあらはり)を;JとめるliJ'}z (/J i"1間J二三;三ジパ立

I ~を和んで 1Jt1I itllをfl:る

(111で火をむを

九三を位燥させよ:什をとる j

京111かい1'/1'1'¥']'を入れたあと

スサを入jノLt二土を)i11く栴る

五九二と訂正:の '\~J'Mlみをする

(半地下式)の作り方(
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VJI 

そのまま る何である。富ラ沢B J 101、富ケ沢C

J 303が該当する口なお、田久保下遺跡S ::501・302は、

iJ、なカ 4 つ f二;ょうである相対寸一る

c仁S J 201、問

f)不明でーある。 こ

l主、 えるう るものがありそうである。

ワム吋

(無台の杯、

くね土器、およ広口

る。土師器で1土、杯、

ふしてお{入基本的に

ま品、 ノj ノ
~， 

o 

き、士

らの出土以外は、出土量と層位

まれ、灰j怠及ひJその周辺 れたと '7 

とき心。

調整、

三と眼とし

してある。

( 1 )重量計測と

凡例に示したように、富ヶr)てi¥---C 灰i車とその周辺

これ;

J

、

¥

ア

一

一

心

九

?

に

ふ

の

ぜ

、

J
J

一
ー
=
ょ
に小川

d

J
4
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L
J
L
}
 

ーしを受け、それぞれ

田久保

，戸、、
r
t
一

L、るため、十lHU. 

ト~ "、て
Jコ、ち と!貢jじよう

ょう

へ~ Iしけ示、きず'，-¥
/ '-ー」ーヨ c、、ぇ-、， 0 ようにな

て7

.<:J u 
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また{自体数;土、凡i'iljに示Lt二

考古学的分析調査

よ之〉と下のようになる。 m.せて、各器種毎の総重量
阿
川l

川
目

、
!
つ
の

ム

μ

芥川ト

〆 ( しておくの各器種毎
J二fァ
ブロ

!♂量したずーj力であ i) L不は}!¥r;-fi'のi不で!日記、 で205g、苦は Bで

1.7kg、笠は I~r斐B で 3k色・をそれそ:;!l.の分母としている。

J不 高台付1十
fX耳1不 i義頼

73 。
(44.9) 

63 

以上重量から、 B
 

て
}
e
し 焼

成が行われてL、たことが類推できる。また査類"i

の高t，，_1¥ 

品一リ

また{自体数では、 B

Eえ L
aJ しー

七7 ぎないことを明らかに

を抜いて多く、翠 τ 壷額は各100(1母体以上、 トム

うであり、数多くの土器が遺棄されたことを窺¥<'9~U ることができる。

( 2 ) 

i)離しで大号IjL、 その子i去から示w分する。

杯j-¥:へヲ切り

B. 

拝~C :静止糸切り

-切り離し不明の(自体。

• 

O
1
l
 

i
 

ケ:犬、 li

つ， F.~三

:3 : [定1isケス、 J)

また いては、使用しているログロ( )の回転方向l之、

ノ七であり、庄の場合のみたと記す。(表記は杯BO

必 2つに大別でに、 切り離しカ a ら細号する。

口径が12cm以上、 :1cm以上の 個体

よそ5.5cm未満の小型の個体

底部の切り離しが、 1 ヘラ切り、 2 出転手ミ切り、 3 不明。

法貴から杯惹と 、つ主み 形状で細分する。

「
1υハ叶d

A

パー



VIT 考察

杯蓋A:1書記宝珠i::!たのつま iえをもっ。

キド蓋 B: よりやや扇子 ftするが、まだつま:z"， ml縁部より II~I央部が特 /i\ Lている。

杯蓋C:さらに届平化し、中央部の突起は形1f引ヒする。

キ{、義D
n一

イ

(

)

E:ボタン状のつまみをもっ。以上A Eはつまみi至2.1 ~3. 6cm。

4不蓋F: 1)ング状のつまみをもっ。 1点の

つまみをもたなL、。 A---Fのつま

つまみ、j壬6.6cm。

主下に示す。

人 い
U l D 巳

つまみをもっO

B:扇平なつまみをもっ。杯蓋Bとi司種。

査蓋C:平面的なつまみをもっ。つま

ーつまみ、をもたない臼

法量方通ら 5大別できる。

大 斐:口i歪がおよそ40cmtJ、上のiI弱体。

。
『のへ3/」A

円
H
H

よ
川
げ
は，刀

寸〈'アち

。

吋

v
Q
1
L
 

9
4
イ
リ定推!/)

 

ト
t
e
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円
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ハHufo 
、工

口

よ二子1

?主、

{間i卒。 l、わゆるミニチュアの部類に入る。

の中に丸底もある。

されてし、る{同体もある。器面

タタキ lc-I、内面にアテ

ち:経位方向のケズリを残す

ゐし

ち上)、 f'(土、三コクロ口(ログロカキHl

があり、 c 外出j タタキ口、 Ij~r討アテ

と層部の張りから 3大足Ij、

Ba等)

る。

く立ちとがり、器高がおよ

B:頭部が長く立ちとがり、器j臼がおよそ30cm前後の{間t本の
士
一
品頚 ノ る。

広口歪:肩部が張り、頭、音15が比較的長く立ち上がる。頚部怪が長銅壷より大きい。

小 査:器高が15cm未の章、ミニチュアの部類に入る。 小護Bとの区別は不明確。

1 台の付く個体と、。:台の付かない個体がある。長顕査Bifこは基
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本的に台が{、jく。また器E

j従仕方向のケズ 1Iを

( 3 )器種毎の分析

《坪》

U~ 市考古学的公tJr ;lJb1 富j

a 必 1-' グロ 11(1'1グ lコカキ 11)を残す{自体と、 b

る。(表記;土長室直室B1 a 

底部の切り離しは、ヘヲ切りの場合と

B 

C 

:3個体のみである。へ弓切りと糸切りの比率l土、 A

りが多く、静止糸切り技法を用いているのは、

B窯跡で843ず、

A ・8

L、ものの、

ラ切りが正倒的に1憂位を市め、 c事跡は個体数は少な

B
 

とたってL、る。切り離

で4例確認できただけで、残 i)"j~二次調整は認められな治、った。

また使用のログロ( できる (453点)の内、富ヶ沢B窯跡の 4例(出

1'1グ p を用いている。

ような跡の

認められる

f y 
t一一 、

のと忠オコ:flる。確認できた個体は89である。 B窯跡の回転手:切りの個体 (370個体)の内24，96'

0) 

押Hうされて、たのではなく、切り離し

G。

を占める。こ，7lらの土器は、!i台士、色調

-
J
a
 

[
 

.-て .吋_ 1_ -1' ) .， 円夕 、- ， ，、、-グペ コ眠、 1_?  __ 

弓ニ~ーよ Fむと J大令」ど刀、(旬、ぎょっ。}

切る、 i一分に切れたところでもう ヴ7の子で糸を引き抜くーとを離してログロ

称されており、同氏

L -.r --.rc、_;，.ザよ
三/よ I~. /" _)  ~) 0 

イ£されてし=る。この LV) rゐ i' 

等の問題を解く

( J， 1:，ト~('m ) 

IL旬、.7C!1i i 

l号 1979

てし、る。これらをよく 』づP

Q 

宇状の痕i跡となったも

も近却することから同一工人

i) 展開」小JII貴司氏

)で I~離し i) J 糸を器底に入れ、片手

よれば、切り離し後、ログロを止めてから糸を抜き取ることによ

( LH.(]，()I"[ll) 

-，ι 

I L (j、日イC)("III)

}
J
 

I
e
 
rt l
 

t
J
 、

4
斗
J
3
61
 
J
 
I
 

J
 {
 

(L行、 .2("111) 

できれば、流通-時期

! ，，.. 

A 

" 
i L14、 .8cl11) 

)
 

(
 

ー、
)
、
r
り

( L13、

( ) I斗は11¥Lレベルと)点if:

第229図 「ー」状の糸痕跡の認められる土器
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え司萱王
Fコフ苫て之¥!TI 

土、半岳(T)つi軍il' ，詩人へ子、わた 与の
l__~~ ー ν 一一一 ωυ 」、一、らカ専のよ第 l分

B l十ふ
竜小、 打可とも小型のr

L1ふう、B 大型のAタ f

R
U
 

みまと想定できる。台付杯の内の 1

より切り離しの不明なものもある占め、跡ではヘラ切り

aヘヲ切りであ 1)，B窯跡も97rI) が、切り離しの明確な個体で判断すると、

りである。しなL、が、C三塁跡は l個体しカ%が-"ヲ切りをJ采j二日 Lてレる。

Lている。|司器極の出二トーしている竹原打{乏に対L形態的には、

いf

〆へS J 20、成沢例と t明ら

多く個体数は次で出土しているりC窯跡を除く 3窯助;

B 点で、!i ぎに示す点数よりは少なくなるが、 A

例を!見てもなし‘よ大量にょうB 、
G 

J 

j
 
、
，ga
1
t
a
'
o
 

r、-1:1 うである。

できなL、
J〆れてL、るのは、u:fi物)11

耳と』主、ある。両例とも9 (S J 01、

らの出土例部の取りf寸け1在日伎が異なる。その

さ.hている。が多く

久、 I)iうゐ天井部の切り離し、で類別し、蓋類は、そのうま

1) ング:1犬のつまみをも0)'.主、しの切りってしなし、。ただ、ブデj につし・ては

一「ケズ 1)またEi) 1J;!~ を留める。

Cタイプ

Dタイプ

Eタイプ

Fタイプ

Gタイプ

不明

つFタイ

26 

221 
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第 2Ei 芳吉ドj分析調査

デニ 1 ;)の比率で、ある。

つま {回数の少ないC くと、偏平I:c タイプのつま 占める。

J
S
1
 

J' 、
l
u
 

Lておく。各タイプ号Ijの

偶数とその比率は上のとおりである。

壷類の義と思われる 富ケ沢ι ぐ3 lない

150)、富ヶj尺ち

されている 0

6 ケ 回

図465~468、

として焼固定されたと

470)である。 口j王、器汗三から

ユι ザ
:二， .-;;) 。

法;最から (遺跡)とも

< :3 

した 3グループに大別できること

ようになるnしている。 田

このことから、

く焼成され、

として焼成していたこと

とんど焼成されてし 3なかうたことも

られる波状文一破片資料が多くその

日久{最下遺跡で認められるものの、

C 

.-
Eう ~Q

また大“事 rJ

一
日
日

高

AP-
-
吋
J
l
ケノ一一品

ム
出 え「

i尺仁 1点も していなL、こと 目しておき7ニ¥"、。

査類は、基本的にl土、

を除き口荏 9~ 14cll1、

だ、冨ケ沢呂 Bは、 1 i国体

を越

る大形の器形を示してし、る。ま
一 一一_，-n 一一ーーすヶー

リンク ;iXりどりつえま之元R笠t工、

跡) 1 3 してし、る。

富ヶ沢C く3 (遺跡)で例は少ないもの

こと泊:で、きる。

さ ~/L ている代の

している遺跡は、

( J 01・20)

として

2 

る。

ハ同
J
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/耳T -，h二ぜ玄
，11. d、

土した姐は、 !+I久保下遺跡S1 T34 出土(ノコ風千二三由l毘 l 点である口~~跡 j ドl 土で

f;上tit、ヵL

焼成されたと

認めらAli;c ¥，、ことから、 3 し，-J.-';hかで

る郷土賠窯i跡 l基どけのようである。

も異なる。 その他に

できるのは、|可遺跡北西約250rnに

二両硯ではないようであり、)向!

されていなL、。

3;> 
C' Jc.) 0 

富ヶi尺C ベ3 ( J室il埠)では、 されてし、る。富ケ沢

A 占l，r/;i，、箆占 1f;¥、 {)( :1 }\!~~'"到仁主:3点、 田久保 F つr!i

きfこものl之、ち

「口出 1(向556)、「口〔真ヵ]1(第107図563)、

06IT~I::;::;:i) 、「所 (1司::;::;4) " 美J (1司S5:1 一人

(同564)(以上箆書)、「字 1 (第106図560、

などである。また、田久仇と下 J303 

り才l令。

I J ( 

の弱L

561、2

7も

470~主ともに

カヱたてまJうのすずりヵ)、

L、fニfこし、f、こ口

られ、それぞれ建万呂研{建万呂研

L智光研ヵニちょうのすずりヵ)との釈丈を平JlI南氏より

く五守←下}乞 〉

( 4 

田ふるさと

るは治みない。

にi三重を参照し、

r十
ヰ
リ
d

d
λ
i
 

ます二 ヱハV-一人よ
可
/
し'一

して行きたし‘o

る(第4

p4ヲ。 ここにt工、

跡。 j{丸、

生に

知

知

M

m
戸

沢成原んJ
L
γ
t
 

?(一

ω

}原 あり、竹原SJ 01には、J1<J京 (ST031 と る 1--坑 (SK02)が、 S 

328には、 灰一原 (S -T'26) 士主す7 ヴ 、ス
rl-nし、_... "0.ノ。

ヘラ切りの{間体の底{至上ヒは、大カιら小へ本 3 (0. (0) --)> B (0.5S) 一》

C 

B 

ハ
υ
f
〆
，
e
t
e となる。成沢(仏53)はB窯と C窯の間に入札竹原S] 01 (0.58) 

(0.60)はA窯跡と同位置になる。

りの個体の忠筏比は、 3窯跡とも大差 (0.41 ~O. ない。ただ C

.L--

比のピークがA.B窯より小さく、 .B窯→C窯と言えるの A C窯跡より
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第 考，1，-学的分析調斎

く、竹!京SJ 20 (0.56') 
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日
μ

τ

E

J
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(

S
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S J 01 (0.46i となる。

ら推してたのよ ';;:J口

う沢Cょ云=予

I詰

ケズ 1)

を占める回転手:切りの54克の{宇部

原則的にケズリ il 
ノ ともに撚の:担ぃ糸を多

らなし、ことによ

】 _-.-、 }ザ トザイペ斗..L'-:乙守 Jーマ
L- [_ ¥. ‘ S:_)三人，Jlli.}，，'.，7)瓦ρ:三 o

土さほと、な、、 Q
U
 

J 101とSJ 102(土、そ 係は明らかではなし

ム'" 1_ 1.. fI"，.' _1-- C-' τin内庁、---:-r 出 1 トザ ; _fぷト Icr --7 .Jごみ..EL
ぐ 7-_ι仁川ょこ JlU::ニ/っこ ;L:..'立つ

ノ，.
'1'て、、一〆、 ， ， ノ、

ケ沢民笠間は時間I~(J弗はブてきくないと忠われる。成沢一 c窯も

までは、

r:、
'-ノ灰!京の 1.

り、 S J 01 

-r也、寸之F
~_) ¥.." ・仏) 〆し

径比からであるが、器種組J足立の jてからも

類はヘラ切りが=ととなり、横瓶

る。そjιは、

なると、ヘラ切りも

。c

めるようにな

と結弘、てし、

れがC

り、横瓶、
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VlI芳三二E

P 〆
矢、。

またi二日
、

し
寸
」
市 =-j半う!丘j二との切り合いで， ilH)己 302→己 13り3( 

事r)までは明らカミとなってL、るが、 f旨僚となる;号、1主治中告に少なく、 i し
にー j;間管

戸<，~ 7' 

にう/，;;)0 、ー 1，-- ら、じ;主~S J 201より技IHで(tないと考えら;{Lる。また竹原己 J20は、

まれると T~.わ.H るが、切り離 りのみ人法量、

る資料がなく、 してゴづ百五こし、。

なさ，f1てし、る

- _j 句 、ヨ戸 、1/"-，"- ι J. 、ム -，プ } 
，_，jL ご二i'-川、ιり '-"伴大 Q 乙、

となろ。竹!京 01

とは時間lめな開きがある。

8 IU~ 

;ヱ 9

しているが一

させた。 tこだ、 ケズリ技法、 ど、 る

がりなど必すよしも L -ii ，るわけではなL、ので、 としておきたし .0 た

ざる G

ど Jレ， ~ー

、.
J
b
 

とは明ら

おそらくヲ この地を訪れた

i也として、
}.._ .._ ; -.-_かャア 戸

つ 1，- l_ ζ にどりぐ〉ソ。

係る工人集団は、

と考えられてし、る灰

し、次なる地へ移動していたと見ら.hる。こ

し、補修を繰り返し授業していた。

ら、少なくともヘラ切り

げ
れ
い

y

p
畑
山

で判断する限りでは、 ヴ
〔
V

L
A
7
 

し/」
3 
~ 
〆
1吋一 、

，) ') 
じ
一
千
円
同一向

A

いり一
、引

μ取
一

1
J
L
V
 

口一品一
μ

口一一一
H
ムム

7ミ J-l 人 --~.ζ よ←?も-，r:.;十九/
}リ J ユ むし- .ム¥、 -/一
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J
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~
 

される。

註 l 桜田隆[項恵器窯の側壁・天井架構材についてJ 秋田県理蔵文化財センタ {iJH記紀要J第 6

1991 玄3年んそのflli、竹原窯鉢Sj 01でも架構村が検出されている。

註 2 メ、;干1I久長ギ円乙鹿古1;雄物川町末館窯社発掘調査報告書J雄物川町教育委員会1963(1昭和48年)

3 秋1I1県教育委員会『東北横断自動車道秋同線発掘調査報告書XI一竹原窯跡 1991 (_;ji.成 3年)

註 4 例えば、秋田県内では秋田技跡、在、田打IIt跡など、山形県では米沢市大浦B遺跡(置賜郡街推定地)

(米沢市教育委員会『大楠B遺跡発31m調査概1flU第 1集 1991)、宮域県では築館町伊治城跡(築館

ffiT教育委員会円滑治域跡 1991)、市JlliIi名生館遺跡にら室1IHJ助;推定地) t宮城多賀城跡調査研究所

『名生館遺跡 N~) 、多賀城市多賀城跡;などがある。

註 5 横手市教育委員会開11)士館窯跡~ 1976 (昭和51年)

註 6 岩見誠夫・船木義勝「秋田県の須恵器および蟹恵器窯跡の編年J~秋大史事~ 32 1985 (昭和60年)

註 7 秋田県教育委員会『成沢遺跡発掘調査報告書j]1976 (昭和51年)
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s
f
p
¥

、
二E

J- __" 

正り心。れたことになる。 として利用さ;れ

出土した
。
丈一
U

七!;: 1-.-
ζ5、 三一

。
!匂たーし7

一一ω
、一守

L れてし、な¥，、が、ごく j
 

仏
ナ

片 あることが明らかとなった。

とじこL、る22茎の土ザL(立、形態から縄文時代に

された円形の「陥

トをもち、 SK24ではピァト内

L
3
i
u
 

k
Hノ土の基

p
h
u
 

一
/
〈

V
3
U
 

1
し ヒッ

4 cm) ヵ:;6 してし、た。「臨

とすれt主、 していくうえでも られたことになろう。

陀B

L 

R3 8 る。 まで、のところ、 ま
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窓一小考肝
U
A

1
v
 

れた6世紀代の資料は秋田県内ではここだけである。

ヒ、ソト

し、 SK306はウサーグマイ型の

1) 主みなどは、

。
吋
4
h
a
u

占

Cで いる土器の内、

あるいはその前段階の強し

たほうがよさそう

下におく必要がありそうである。

時間的な 11I高はさほどなし，と忠われるが、土器自

の「二jヒ

る。ま

におZ入lLようとすると きく;取らなければならないようで、 課'L 
1
L
 

?
J
イ
パ
吋

!
J
A
」

題には大きいものがある。

3 

して していた時代で、ある。こ る中i上j五二

として活況を呈してし、た時期でもある。

らかではな¥"，tJ< 灰原

し、逆に富ヶ沢C

ていたと想定できる。すなわち、富ヶ沢A

多く焼成している。富ヶ沢B

指し¥ まんべんなく焼成しているようであるが、灰l宗

くなっていくよう

より不明確であるが、 られる。

し
にー

なり、 A ・B窯Jf亦が 9

るが、焼成器種カ、ら/¥. B 

と考えてし、るの FFl

と見る。

4 

されてレる。塚の

が 1 1. 5~16.8m、高さ(1 1 主全域で1.26mである n

合、 F工、

もしく ための塚ではないかと

占j査でーはなく、おそらく

ー盛土に

てし、たことに注意してしては、 1 . 3号塚では古代の るせっ
」
d
回一むか}

おく必要はあろう。
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